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八 ー主ー・ 五 四 一
長

ノ、 一 一 一 野
諏 温 温 温 湧 温 地 位 際
訪 泉 泉 泉 出 泉 置 日

諏温 澗 ノ ノ 量 ノ 質 及

泉 渇 性 原 ノ 沿 地 訪
ノ ノ 質 因 減 革 形 次

温保 原 湧 少 及

護 因 出 及 湧 泉
策 量 澗 出

調等 渇 ノ

股 査
況

報． ． .. 
． 文

． 
． 

、ー

． 

一 一 一 一 一一一 九 四 一 。八 一一 一 一頁 頁 頁 頁 頁 頁 頁 頁



111 ーー 諏都ノν フ 央 ノ 諏 長
！庇長訪 人 ヲ レ線 ヲ 訪

野ノ ク 温士以東上主温

北 南泉 ノ プ 京諏ナ 泉 ！際
方東 J、 来夏 ヨ 訪 JV J、 一 j取ニ方諏 ヲ 期 リ 鐸 モ 長
蓮二 訪協 ーー ~、 附 ノ 野 訪
ナ短盆ス於八近 ト 牒 位

温ノV キ t也ノV 7 時諏 シ 諏 置
盆棋 ノ モ ，，、 問訪下訪 及 泉
地形東 ノ 良 内湖諏郡

調ノ ヲ 遺砂好外 ノ 訪 上 地
北呈諏 カ ナ ヲ 沼町諏 形 査
部シ 訪 フ JV 以岸之訪

報ニ南湖ス避ア ニエ町、
J、 東 ノ 暑此湧次 下 文
激方東 地地出 キ 諏
艶 J、 王子 ト ーー シ 中訪

農
ナ八海 シ到古掛｜町

商
lレ ケ 抜 プ 蓬来村 中

務
諏森約 各ス諏 J、 洲 技
訪蓮八 期 JV 訪湧村

日市
rlifJ 山 百 一 ヲ 温出等
ノ ノ 米 於得泉 量 ーー

佐7k Jlj ノ プ d、、 ノ 最湧
ヲ 麓地 ／、 ク 名 モ l±i 、

藤湛ニ ーー 氷附 ヲ 少ス

へ接 ア 滑近以 シ JV 

寅 シヲ ノ ーー プ ーと モ

ニ北盆 好諏汎諏上 傍
釜西地 適訪ク 訪諏
無方 J、 地湖枇祖訪

蔵断 J、 北 7 合泉町

居赤西 シ控 － ー
ノ、 ノ

ーー 石方 プ ユ知中 モ



上野 .A キ 河腐地 湖砂水 モ ノ 沿

Jlf ーー JV ス 流欄 ヲ 水 カ ノ7{c、 ノ 南 ヒ

ヲ 於上六 ノ セ ナ 面 ブ モ ナ 苦Ef也
分 プ Jll 斗主 JV ミノ ヨ ス 亦 リ ヲ 臆
チ 諏 ト Jlf ナ モ 湖 ？ j胡 其此 閉 ノ

二訪 .A ，，、 JV 、 ノ 水 二水影 ノ 塞陥
流盆此 一 モ ヲ 附一 十 ノ 響 立日 シ 設

殆 地二源 ノ 出 近米東 ヲ ク 其 ーー

ト ーー 流 ア ヲ 三／ ノ ノ 岸 受諏結 由
相入 ，，、 1) .....L. 

明 平 高 大 ケ 訪 果 ヲノ、

並 1) 茅ー斗 カ 地 慮和或盆 ト プ

行盆野 ノ、 Jlf ーー ＿，、 ーー 田 ，、 地 ジ 生
シ 地鐸八及 其ー 湖 附其 附 ア セ

プ ノ ノ ケ 宮湖般 成近水近水 JV 

諏東 北 議 Jrl 底 ーー 培 ーー 路 J、 流地
訪遼東 ーー ト 沈混 段 .＞、 ヲ 地 ＿，，、 溝
湖 ーー 方接 .A 澱 i問 脅額 獲 質 堰 ナ

ーー 泊 鬼源其物 ーー 違著 三／ ノ 止 リ

注 巴 場ス 他 タ シ セ ナ 又麓 メ ト

ク 北 ーー JV 衣 JV プ 1) JV J，、 動 フ 三九、
西於柳 ノ ヲ 少 盆 扇盗 ヲ ν 而

方 ア Jlf 渡知 シ 地 肢水受 プ シ

ーー 相 ーー Jlf JV ク ノ 地 作 ケ 輩 プ

折合 シ 等 － ー 之 湖費用 タ 一宇 八
v ミJ ア ア 足 ヲ 水達 ヲ JV 諏 ケ

中 矢他 ノv JV 掘 以 シ 蒙 ＝コe 訪撤
洲 ケ ノ モ モ 盤 外下 ソ ト 湖火
村崎 一人 ノ .A ノ 諏 タ 砂 ヲ LIJ 
飯 ノ ＿；，、 工 ア レ〆 部 訪 JV カ 生 ノ

島 南馨的 1) J、 分町詮 プ Jえ 噴
附 方科 ノ フk ＿；，、 楼 跡 サ JV l:li 
近 ヲ Jll 溝 生 概 ケ ア JV ーー 物
ーー 流 ーー 渠 植 シ 岡 JV ヲ 至ノ、
於 V 接 ーー 物 ア ーー モ 以 リ 盆
プ 茅源過 ノ 田 J、 ノ プ シ 地
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プ モ ノ 暗殺層 JV 層 累古角諏
層 ノ 方緑色 ト ヲ ま明 居生閃 訪
ま型 J、 l1ij 色凝 セ以判 ヨ 層安 i且
概 fr1 ト ノ 友 ') プ 与？ヒ ') ，；，、 ill 泉
ォ・ 1守一盛岩 其 セ 成 下持附 一

著片致岩層 一精サ 諏及逗
シ 日誌 シ ノ ＿，，、 確 JV 其訪其 ノ

カ 岩五累諏 ナ ヲ 花町集 地 地
プ 及十層訪 JV 以 向 ノ 塊 1~
三屯 緑度 ヨ 盆 地 プ 岩北 岩ノ、
本泥乃 リ t也 質其 ト 方誼古
層片至成 ノ 時層接 ーー 一同 生 質
.＞、 左uヨf －ノZ、-リ 西 代向 .7. 露玄層
化等十北 ’側 J、｛頃 JV 出武 紘 第
石 ノ 度一 ーー 之奈｝ ト シ岩色 一
ヲ 横 ノ 十露 ヲ J、 :::r キ占 ヨ 凝 ！坂
産径角度出 知之 ロ 板 ') 友 県主，.，.

セ 一度乃 ス JV ヲ J、岩成岩 照
「 、 、』酬，，

サ セ ヲ 至本 ヲ 測餐硬 JV 層
JV ン’ 以三層 得 JV 質砂 i中
ヲ チ プ 十 J、 .7. ，、、 ジ岩 積
以 メ 南度紘 カ プ

、
居ア

プ 西西色 雄 フ ホ チ． 1乞
其 ト 方 ーー ノ モ 二九 JV ノ 向
地 JV ユ走輝 岩本 ン 干1-1ヨsj 

質 内傾 リ *Ik 質層 フ JV 石
時外耕 ア T先 上 ヨ エ板 英
i-1¥: ノ Jえ 略岩 ヨ リ ノV 岩 閃
ノ、 磯盛諏質 ') ノ、 コえ 及 続
之及岩訪角 偲イと

」

輝 疋JJヨ4j ト

ヲ 其 ヲ 盈霊童 ユ石 ナ総 1軍
知土構地凝 之 ヲ JV 凝 石
JV 砂成 ノ 友 ヲ 産一友 * ・，、、

ーー .A 長岩 古 セ 般宕 UI 
カ シ JV 軸 及 生サ － ー

ノ Eι1王~ 、
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五

小裂 J、 ノ 雨 悶 輝 居 貫ナヲ石石ア

坂鉢 l'i'f 平輝色石成逼リナ斜英此

~~i 噴火石石鍛安生シ長ス長閃雨
昔出孔ト安密山以ア石 ヲ 石 総 者

附ニア ジ山ノ岩後頁モ常及岩ノ、

近係快ア岩石川ナ岩亦 ト石川漸

ニノレキ其ニ茶盆 JV ニ概シ英諏次

幅モ或名 扇 ニ 地 ヲ 接 ネ石ョ訪ニ

出ノノ、夙シ白ノ知鯛分 英 y 湖 推

ス、前ニ粗色北 ！V 餐解 J、成ノ移

JV 知者噴大臨東へ質シ不リ北シ

モセノ々 ナ 主 主 背i；ジヲア 規主 義方 其

ノ長三l夜トノレ性及 興不則色和問
ノ、石訪シ柱ノ y{g・ ア透ナェ回ニ

流 J、 往テ扶奈i西 JV 明ノV シ峠明

理其地克節長部 ノト粒ア以確

構構ノ石理石ニ 事ナ肢閃市ナ

造造潟主主ニ及露 貨 JV ヲ ksk ニ JV

ヲ 石 ニ石加熱出 ョ横呈~·；－底境
呈理 切等フ色ス リ河ス構域界

シ必臨rr ニ JV 車前 シ川又造ヲ線

勤スセ盛ニ企：｝者 アノ角ヲ領ア

色ミノラェ ;¥if{ 及 J、 考 t 閃呈シ劃

ノモレ利著若干霧 ア流石シアス

石均タ用ナ 万ケ レニハ ~I- 露 ！V
基ーノレセノレ輝峯 J、 於屡長出能

ニナモラ板石火 其ア分石シノ、

輝ラノノ レ肢ノ山 噴 J、解及主ス

石 ス ヵ、節斑ノ 出紘シ角ト

延長iii メモ坪品噴 J、色ア閃シ

色訪 J、ノ竣ヲ出 級凝紘石ア

及湖小ナ逢故物 色友泥 J、紘

椅ノ規リシ貼ニ 凝岩質宇色

色凶模 f五五l夜スシ 友層物自角

ノ岸 ノ者訪 JV ア 先ヲト形閃



1J1 ーー ト A ノ 村 ケ 集呈係角 モ 下角
腹殆相本噴武峯塊 シ JV 閃 ノ 厨閃
ーー ト 接岩 出 津火岩班 モ 安 J、 ヲ 石
J、鑑 A .），、

ーー Ii I ，，、 品 ノ 山 流 ナ 及
集定 JV ー 係露最主 ト ヲ 岩到！ 京、 臨
塊 － ー

ト 般 リ 出初 ト ジ 主 J、 ヲ モ 基
えま 堪 ::2 ーー 不 A ノ ミ／ プ ナ 輝是 ノ 性
塊へ ロ 黒整 JV 噴 プ 縁 y 石 シ ノ、 ノ
ノ サ ー 色合 二E 出輝色 モ 安次賜斜
一 JV J、 及 － ー

ノ ーー 石及 ノ fl I捌色長一
1,'1~ 植淡勅紘 J、 係安禍 ト 岩色繊石
食物友色色吏 ') 山色 J主 ーー ノ 密 ノ

地 化 褐 ノ 凝 ーー 拳岩 ノ 岩亜石 ーー 瑳
ノ 石 色 安友粘大質角 石 プ 基 シ 日四目

長及 ノ 山 岩板乃 ーー 閃 .），、 噴 ーー プ 散
軸茨火岩層岩至 シ石組 盤板貼
ノ 質 山 塊 ヲ 及牛 ア 少 意 セ 基肢 A 

方物友及被 花頭 盆量 ーー シ性節湖
I句 ヲ 及凝覆 尚大地 ノ シ 火 ノ 理南
ーー 合其友 シ岩 ノ ノ 7軍 ア 山斜殺村
担ド 主‘ 分岩北 ノ 安 北 石気 岩 長 達 ーー

列紘解 ヨ 方角 山 東及泊 ーー 石 シ 露
ス 色 ーー リ ーー 磯岩法友 ーー シ 及｛｝ 出

凝 係 成十 ヲ 塊及曹富 ア 輝質 ス

友 JV JV 度合及南長 、、、 霧 石前 JV 

岩粘 モ 内 ム火西石往 ケ ノ 者 モ

居士直外後 山遺 ヲ 々 峯現 一 ノ
ノ ノ 接 ノ 者砂 一 有 一一 火 品類 J、
諏薄 ーー 角 ノ、 磯露 A シ 111 散似上
訪 層紘度守 ヨ 出 7 最黒占 シ 下

-'--，、

盆 ア 色 ヲ 屋 A 流後 Jス I二二
t也 リ 凝以火 成前 服 ノ 階層
ーー プ ：民 ア Lil リ 者 構 I噴 ヲ ーー

臨 其 －｝＇:f Mi 最 四 ，，、 スょz旦r. 日1 ナ 分
よ‘ 司a 層奈：｝ キ'lJ 賀霧 ヲ 一 Y、 v 



角色 層諏泉 Jえ 峠方 ーー 諏地温繋

盤凝 ノ 訪 J、 JV 附向 三／ 訪表泉井

岩友厚湖 前 断近 ーー プ 温 ーー ノ、 ノ

ヲ 左u王, サ 方者層 ヲ 走盆泉湧此結
圭店i「む3 ff日書 ＿，・、 面 一宇 J、構 Fレ 地附 出 集果
ム 及盤 ーー 沿最成此 ノ 近ス 挽 － ー
ノV 其井 F白 フ モ Jえ 断北 ーー JV 岩接
ヲ 上 ノ f各 プ 温 JV 層東於モ ノ レ

得 ヲ 結 シ 湧泉新 J、 部 ケ ノ 裂 J、
，、、 被果其 出 ノ 火南 一 JV 、 鉢盆
三／ 覆 ーー 落 .A 1勇山 方於主知 ヨ 地、

二入 接差 而 IU 岩 ，，、 ア 要 手／ 9 ヲ

ノV L〆 一 ミ〆 ーー 下富 J、 ナ 湧 構一
集ノ、 百 プ 闘 － ー

士北 JV 出 成

塊約米附係波見西断 シ Jえ

岩二以近 ア シ 附 ノ 暦 時I JV 

J、 百 J:: ノ JV 之在方 J、 積沖
培米 ーー 地 毛 ヲ ーー 向諏 層積

扶 ーー 達質 ノ 迫於 ーー 訪 中 層

断達 J主 本蒔 ーー 跡、 プ 走 盆 一・－ ノ

層 二耳、 /V ~ シ 二九 相 リ 地 入 下
ヲ レ 毛 上 プ JV 曾盆 ヲ 9 昔日
ナ ，，、 ノ ヨ 特能 シ 地生 其 ーー

シ ナ 、 リ ーー ノ、 プ ノ セ 砂 モ

断 リ 立日 推上 .A 一南 ミ／ 層亦、
層盆 忌、〆 測 諏 而 線 西 メ 中 安
ーー 地蓋 ス 訪 シ ト 部 タ ーー U1 

七
ヨ ノ シ JV 町 ア ナ ーー JV 蓄岩
リ 西 湖 ーー 及盆 JV 於所 積 質

プ 側 成本下地 モ プ 謂 シ集

生 一 層 断諏 ノ 北 J，、 釜
セ 於 タ 層訪東 方 西 無 ，，、疋... 王I 

;v ア yレ J、町遜 J、 北 ）II 自 ア

底E J、 J中西 ノ ヲ 盤西断 然 リ

砕総積方祖劃 尻 ノ 屠 ーー プ



湯 ア JV 鹿 湧 初盤 ス プ 町 リ 治、

ア リ 南 ヨ 出 出 井 ,v ＿，、 ーー シ

リ プ 4ヒ リ Jス ノ ヲ ーー 夏 下 カ

四 一 ノ 湧 y 朕 施 至 季諏維誠一
個個 方 出 モ 況 シ ν 訪 新訪 一ーー 一一
ノ ノ 向 二九 ノ 現 リ J、 よ＇；；＇；：； 以温

湧 湧 ーー JV 諏 時加 避敷 後泉

出 出 排 モ ノ 訪 韓 之 暑 設 F前 ノ 温
口 口 夢lj ノ 二温井富 i& セ ク 1作 泉
ア ヲ .A 種泉 ノ み一主ず： フ 世革

ノ
リ 有 之 ノ ア ＿；，、 数 ノ シ v 一 J、

品ノ目) シ ヲ 一 リ 向 上別 プ シ 早良 之 ？告一
小其 北 ア 而然諏邸冬 ヨ ＿；，、 ヲ 草
路市方 リ シ ーー 訪 ヲ 季 リ v 詳 及
一 jj ーー 陸 プ 湧 町建 一戸 都 妹 ーー

湧＿；，、 本 ア 上 自 出 ヲ 築 ＿；・、 人 ーー セ

湯町 JV ヨ 然 二λ 通 .A 71< オ： 中 ス 出
ーー モ t勇 ノV ミノ JV 滑 ノ 央 明 ノ

路精 ノ 湧 出 モ プ モ リ 来 線 治
紋

ノ 進 ヨ tH ，，司、 ノ 五 ノ ノ リ 開維
湯場 リ 二~ 叉 ト 百績好裕通新 ？兄
ア 及翠 JV 陸錨：数 々 趨 .A シ n 
リ 千 ク モ 上 撃十 ト 地 JV ア FvJ 
之野 レ〆 ノ ヨ ーー ノ シ 二E 上 ＿，，、

ヲ 氏 ＿，，、 ノ、 リ ヨ 多 プ シ ノ i政其

北 ノ 最略 i!1j ヲ ヨF 出 プ 甚 訪名
方湯 北盆 I＇』4I 持， 一四 プ 来 タ 町旋

一 ア i勿8 地 .A 下 達 各遊多 － ー
ク

入
延 リ 町 ノ 1i〆 ミノ 二え 自 .A ク 上世
長 田 ーー 北 モ タ JV 競 JV 殊 Jll記上
.A 宿 湯東 ノ ノv 一 、7 モ 一 L古 一
v ーー ノ 制。 ト 湯至 プ ノ 近隣知

a，、 田 脇 誠井 ν 邸盆年下 フ

下 宿 ノ 浩 訪 ヨ ソ 内 増 ニ i，取 レ

諏 ノ 湯 ，、、 湖 リ ーー カll 1／士討j サ



他 ノ 2レ 高 フ キ ノ ノ 大 ヲ ノ i胡 ーー 訪

大 泥 克 キ 然 ＿；，、 女日 J、 ナ 〆七 北 底 卒 町

平日 土 斯 モ v 其 キ 沸 JV ヅ ］手,_, ヨ T一’T－ ノ
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二階i 抑j ーー ヲ ーー 面 フ 執、 要占 場i
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全滅リ旋 回氏湖五十湯川擦

ク；呈シ来 ノノ岸十以井温レ

自シカ諏 揚湯ニ米上 J、暖 J、

然湧撃訪 ノノ近万 ニ 明 ナ 釜

ニ出井温四百二キ至達治 JV JL 
地量大泉 六十慮百 セ 十 ヲ 中
上 J、ニ J、 十二ノ八 P 五以ュ
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初シ行出出フ~大ノ米井ノ魚敷
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セ減湯ノ ケノ深達深ョ及ノ
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ノノレ y 量 米後ノー至及遂 y
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。
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ーー 一 イ立 /J:I ヨ T 一 期｛ ノ ノ －；.日
腐 面 置 セ リ

ーuす】．
J'~t ヲ {1[: iE語 キ

*7 ーー 数 シ 本 干f 司 来 ;n 出 特
シ i宮 年 カ ノ1':1♀ Vit l~ 三ノ モ 力 別
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－ ー 下 ；旦 ヲ
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プ ユ主 一 下 ク ili主 立日 ノ 結 サ一 /V 

稲 オミ 一 j問 立 シ ニ7ι、、 iif 果 ν 

ヲ － ー
低 米 j吊 ーー ク フ ト ノ、

養 建 -F ノ シ ～ 7 騒 サ シ 湧

植 築 シ 慮 w干 一日 棄 JV プ 出
.A フ、 共． ヨ 相5 j{1! ’t ーー j勇 セ

L〆 レ／ i!JJ リ ノ、 セ ア 至 ~li サ
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温地暖温 プ 起 者諏這（五）湧稲
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；侍 ーー ヒ ーー 於町諏此 J、 ノ JV ノ
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之 ヒ 表種 温 J、於町如他 出 至 メ
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ノ 之 築 ノ 帯1 ト プ 温

t世 ヲ 水魚 ヲ ノ 有 泉

中 其 ノ ーー 立議志 ノ



エ
渉
入
シ
ア
暖
メ
ラ

レ
タ

Y

モ
ノ
ト
認
ム

ヲ
始
メ
ト
シ
立
科
、
霧
ケ
峯
等
ノ
諸
火
山
ア

η
ノ
ア

地

殻

ノ

比

較

的

浅

慮

ニ

岩

援

溜

ノ

存

在

ヲ

推

ニ
難
カ
ラ

ス
、
巣
シ
ア
然
ラ

知
ス
U
F

固 第

ー一一一日令

温泉流動／行l司

ヨ
ソ
誘
導
セ
ラ

y

.1v 

能

ス
而
シ
ア
諏
訪
盆
地
ノ
東
部
－
一

川
八
ケ
議

d、、

一

般

ニ

温

泉

ノ

地

表

ニ

湧

出

ス

Y

径

路

円

相

異

ナ

y
地

質

ノ
境

界

又

ρ

岩

居

中

ノ

裂

緯

或

川

地

層

ノ

断

層

線

ニ

沿

ア

ア

上

昇

ス

、
ナ

y

ーー諏
訪
地
方
－
一
於
ア

山
温
泉
山
釜
山
県
断
層
線
ニ
沿
フ
ア
地
上

一

湧

出

シ

或

川

沖

積

層

中

ノ

砂

中

ハ
諏
訪
温
泉

ρ

一
岩

築

溜

中

ノ

岩

援

ヨ

y
穀
散
ス

U
Y
山
石
持
拡

水

ノ

集

塊

岩

及

沖

積

層

ヲ

遁

シ

ア

地

表

ニ

湧

出

ス

ノ
ナ

Y

7

推
知
ス
U
F

ヲ
得
へ

ト

モ

這

般

ノ

岩

援

シ
、
扶
一

ν

水

ノ

地

表

ニ

湧

出

ス

JV 

一
至

Y

関

川

地

中

ヲ

循

環

ス

多

少

ノ

地

下

水

ヲ

混

シ

ア

其

水

量

ヲ

増

加

ス

yν 

川
亦
争

フ
，、、

カ
ラ
ザ
ノ
Y

ノ
事
寅
ナ

y
、
即
チ
諏
訪
温
泉
ノ
主
源
川

地
中
ノ
深
所
ヨ

y
湧
出
ス

Y

岩

泉

水

ア

JV 

宅
副
源

ρ

地

中

ヲ

循

環

ス

Y

地

下

水

ナ

Y

カ
如
ク
、
市
シ
ア
其
地
上

ニ
湧
出
ス

一

部

川

地

下

水

及

諏

訪

湖

水

ノ

静

水

底

yν 

ノ、

シ
、
而
シ
ア

Y

ヲ
普
通
ト
シ

Y

モノv



一 ii* 巾 多 域 i(ffr ーー
番 一

六五間三 二 一 1皮 H瓦 言担 JV ノ ーー 面 f~ 

参 溢 裂 於 国 i帯 lナ
J収 fnr 潟； i考千大

t、iー召ー” ;ti-1 7 総 プ シt‘川ドI' 一

訪問川 ノ
一

＿，」
ン 温 シ 、きさ

手日 F、
' ,J-< 泊先 カ シ 泉 プ 井
テ氏／手投資
Pレ ノ ア 主｝乙 群 :fil: ヲ
L ノ ノ ノ

主主 1盛 集 4下'cf.ノ
ソ”＞）＜.『

ノ、
一

j号 j号湯湯水湯 4性 y向'.K よ皆 シ 由 プ

l者 ｝氏 主主 リ 地
_i勇 ノ

説一一 及 断 7 _l: 
r、，，、 七 二 C立 ノノ、J、Ii: 

j見 ’性 層 /J~ in図且・－ 、1、1司ノi1上'・ 
ーー。c 三 C 0 

出 見F五斤 主Tて主1. よ~ 出ヲ

'i-' 司2 4一技一、 中 中 ’I• 五1 ：亙"3王 湧 ナ 古 i勇 ヅ

ア ん寸を＝ シ 来 出 JV 
Jν 出
力 ヲ ;t-t ヨ 肢 モ

吉司 互l=f主 結 リ j卓 ノ

性性性性性 ti: 'fl 
：－－日t． 等 果 豊 ノ ナ

フ二 天 ".R. 
汗

セ 占1Kil. 品 一 フ

シ プ「Jす~ ナ ~王 ン

四 二 ． 司一一・』
深 結 ，ノ JV ヲ 第

/Ji,l 二然然然不
果 湧 d，、 全日 一

♀W. 三た Ill 此 JV l司
ヲ ~H ヲノ J、

五 四 七 六 . :Ii 民‘
女日 圭”R－ 近 得 j見

二 O 九九五 ~.－. ~l 
）！変

シ 導 主也 J、、 泉
1疏

F町、
皮大 三毛 シ i兎

fヒ 術
軟

、

* IE JI〆 而 出
素ー ，七 .:::. ?J~ シ 地ア

巨耳

年 最 一由 プ 黒占

一 モ シ 上 附一
月 ｛疋 ア ；~武 近

調 ナ 持 訪 ノ

考民
査 JV － ー

回I 想

第 ーー 妻土 匝 f象



闘 布 分 泉 温 町 訪 諏上

企

盆Y三2
i 大和:Itl寄／湯

z千賀水

a i務／脇（自然湯）

4 湯JI＼星放舘／湯

5 ）可菌防五郎氏／湯

6 ~取；訪ホテ ）~ ／）務

7 吉江氏地所内

II P.!！樋屋ノ i易

9 湖月害官／湯

I 0 宗線本／；務

11 波多聖子文穣氏／湯

12 千里干ftJi.氏／湯

13 精進湯（自然湧出）

” Ii庵 F ；火~＇－ ~26 

Ill九r三

区宮R －~ 向f ...台然 i発出

出

A

ム

鴻

止

は

弁

然

出

動

白
血
判
令

子
一
恥
柵

臨

空

品

育

現

鍵

A

ム

ゐ

胤

用

君

品

川

役一

…

察

判

線上

瞥

裁

巨

＠

A

木市~林野管湾局 s J令 泉
上書民初出張所

縮尺一方分之ー

23 犬手町:it中治／湯

2~ 弁上病院 :ltfRI!隅ノ湯

25 湖明銘柄方7f＼：回中／湯

26 衣ケ崎回／中／湯

27 豆宿屋〈升屋）

28 大津屋宮古反満而氏／湯

Z骨組／！璽屋ノ j場

30 ⑧皆j自店ノ j場

31 白坂官級作之助氏／湯

32都潟県

33 千村氏／湯

34 1牢鎌吉氏 I）易

35 j青JI!J昆泉



! i ~三三 三 三 五八主主正面三三二 5 丸 A 七
湖 ；）！：大 終的j 詑党総若 fiiJ 亀三 i防千波 朱 i&J HH -s 
切手 ノ
1!1r －＇二 mr 閥 F!Jj 似、ー 品叩工 4公 上 ク 里子多藤月而i
男＃1i.：ゴ北降車 倣 糊 野 地

ノ院 ’ i＇哀 f清水 ノ官民f 不 m'I~ ノ石遺 氏 本 f「店長 所

lI1 illJJ 氏内
Fil ノ 3邑ノ ノ，，， ノ ノ ノ ノ ノノ ノ
ノ ノノノ ノ ノ

f号 i必 jJ，；揚 rt｝診：－湯 ji.} 診~－惨渇湯 j必滋 fj;} t身湯湯拡；

ー一一一一一一

一 一一 一 一 一一 一一
二 八 三 一 七 二 五 三 七七

ー －－－－－－－－ －

i 0 • 間六 i ! 0 0 0 I I'~ I ! 六 ｜ 二三 三 i 

ア ア ア ア

「投 Jレ
71 阪俄酸； すJ 71 

リ 、l 、1
M: i't 性 1'1: にfーI:'l't 14：性性しi生－ •f'll; ；・生 i’I: 11：柾柾 111:

7ミ』

一 一
六五 七仁六七七 ー＝ ハ」－ ,,.., コ

七 O 六六 O 六六 ーと 〔〕 七 然

王i
一

三 ：h. 六 五［IL＼六六五七七五六 rr: 六五ー五三 五
ノ;i._ :+1: j［. 六八 i¥. JJ：凶 六五三九九 七八 五 七 C

ffiJ ~設 Jfij 1炎硫微澱徴 統 I品j 微硫 五fie

五

1ょ約 上補化 科i物＋色;;¥ イヒ上級 イヒ イ七
色 色 11' 色 ア ア＇F 色ニ 水索 * 一 －一 主>1’・li ：：：. 、・I-ー 素‘ 素
'l v 者 三〆 "/ γ V ア ア
テ テ ミ／ 子 テ ア

統 lil正 疏 Mt Mt 
{I:: イヒ イlニ イヒ イヒ
寸E * *- 水素

オt

5長 言案 索 1ri 
r ア 7’ 2え ア

リ fl 
官L
i.t 



四四 I！百四三 三 三三三 三 三三三三二
三二一 O 九八七六五四三二一 O 九八七六

小 大 湯丸岡手藤衣荷件千 郡白 喜多 絶大豆衣

松阪ノj oj 野 望号 。I・ flt 府ケ

藤 、 定 宿 工 Jll 氏 村 作 f問的

古屋路 場廃 if[;[ ノ i由閥 hl 屋 I円

氏 ノノ ノ ノ ノノ f,5 ;;5( 
ノノノ ノp ノ ノノノノノノ

湯 J易 I易湯 I号 f易湯 J込湯 i易湯 湯湯湯 i湯 J会湯湯

一一 一
一 ー 二 六 六 六 七 － :r.. 八八五

六 三 I O I I 七｜七 O 三 0 I 六六凶六 l

中「「「「 1:持仰倫中小中中 中 '11 111 '11 111 
アア アア＂＂＇； ＇ベ吟
Jν1レ yνJレアアア

71 71 71 力 JV JV 
す1 71 71 

、｝、｝可、｝、｝、｝可

性住区怪住怪柾恥性性 iキ性｜性性 1'1: 11E 1'1: 

7え

一 一
四八 七 七ヒ巴l 八八

｜ ｜｜｜然｜五｜二八 I I I O 六 三 二 二

1二 F、
八一 四 七
I I 

六七五七七七八六ヒ七千七 四 ． 七八 三
八八六七九七ヒ七八 O 五問｜ 三 丘 二 一 0

ー← 一一・一一一 一一一一

iX i；~ V 硫硫疏硫 i.泡硫硫硫；~~硫 T•-lt 7B i炎硫硫
字国側 イヒイh fヒイじ 澱化化化例化イヒ 続 制化イ七
色色ァk7~ 7k. 7k.ア水水プk 色水 7k 千色水＊

二 三転素系素 1）素索素ニ素 ＊ fドニ 素素
ジ放アアア 、アア ジ ノア b ：ン アア
子 ！＇！ 1) l）リ r·~ v リテ痕 V 硫テ 1) 1) 
硫色 色 ｛舟跡 イヒ Mt
化協 及化 ア ＊化
水準 賞 7Jt リ 素・ ＊
素；lk 色 素 ア 素
子Y ノ ノ T リーy

リ i沈唆 事震 リ リ

γ ；lk 

..L. 、



本
所
分
析
係
ュ
於
－
7

湖
岸
ニ
最
モ
近
キ
湖
明
舘
ノ
湯
、
割
合
ニ
湖
岸
二
速
キ
藤
野
屋
ノ
湯
詑
－
一

天

然

湧

出

ノ

精

進

ノ

湯

ヲ

分

析

セ

藤精 i初
野．卵

、昆 ～ 世主

湯湯 湯

上lニ

.； ~1 
tlU. 

1:1 
7>ζ 

0 0 0 ' 
0 0 0 Jlf( 

「一一一一一一一一一一一一一｜一一－
中 'I• カ弱 ｜ 反

vコ｜
性性住－~ I 熔

形金？
チL 0 -・ 
王L 四 三三

二」； .t: ｜物問。0 0 I 

事長

シ

ニ
其
結
果
次
ノ
如
シ
（
十
高
分
中
一グ
ラ

定
一
般
化
鍛

一
カ
ル
一
マ
グ
ヰ
一
ナ
ト

一
カ

聞
一
及
怨
士

一
V

ウ
ム
一

V

ウ
ム
一
リ
ウ
ム
一
守

二
、七
二一
痕

跡

一

七
、O
三一

o、六
O
一一ニ
二、九六一

七三一
o
一同

一

六
、四六一

o
、一ユ一三二六
、ろ一一

六
、
七
六
一
同
一
四
、
二
一

o
、二七一一ゴハ、二ニ一

諏
訪
温
泉
ノ
其
性
質
、
成
分
、
温
度
及
湯
井
ノ
深
サ

ρ

其

湧

出

口

ヲ

異

け

一統
一般（

3
）一

際

＝一
、0
0
一
一
六
、一
九
一

－、五何一一
一一。、一
一一
一

。、一一石一一三、五二

径
路
司
ノ
異
－
一

川

前

表

ニ

示

ス

カ

如

ジ

、

其

故

川

蓋

シ

温

泉

ノ

本

源

エ

於

ア

差

異

ア

y
3、
JV 

ニ
ア
ラ

ス
其
上
昇
ス

モ

各

泉

悉

ク

其

温

度

及

成

分

ヲ

同

ア

Jえ

JV 

一
因
U
F

モ

ス
或
て
ア

、
如
シ
、
上

諏

訪

町

ノ

温

泉

ユ

就

ア

之

ア

観

y

ノ

Y

カ
リ
」性

ノ

反

臆

ヲ

呈

シ

又

示

シ

其

温

度

ノ

如

キ

そ
或

ρ

揺

氏

八

十

七

度

（藤
野
屋
ノ
湯
）
ニ
達
シ
又

，、、

ρ

三
十
度
（
衣
ケ
崎
田
ノ

川

中

性

ノ

反

醸

ヲ

二＂＇

JV 

エ
ア
ラ

キ

モ

湯
）
乃
至
二
十
一
度
半
（
千
貫
水
）
ノ

モ

ノ
ア

y
、
一
般
ユ
湖
岸
ニ
近
年
・
・
庭
ヨ
リ
湧
出
ス

JV 

モ

ρ

硫

化

水

素

ノ

反

臆

著

シ

ノ

ρ

其

温

度

高

ノ
ア
リ
ノ
否
ラ
サ

Y

モ

ノ
ア
リ
、
之
ア
成
分
上
ヨ

η
ノ
云

よ‘

、ー〆

0 ぺ二 三三

更三 持｜索
痕現 ｜ニア

存 ｜骨 い
セ o I’ 

ス三三は‘モ
U可

一
随
ヒ
差
異
ア

y

ク

硫

化

水

素

又

川

硫

化

物

ヲ

合

ム

モ

ノ

多

ク

水

色

モ

亦

淡

褐

色

乃

至

酒

黄

色

ア

帯

ヒ

E
ツ
湯

七

跡
JV 



ノv 本水 野 慮 ノ 少 近 Jえ 生 滞湯 オ－

、 所沈 屋 ヨ ーー ノ 一 JV 物 シ 井 ｛民 ノ

ア ノFJ、澱 ノ リ 上じ 地屡 モ ヲ 叉 モ ク 抗一居

ン 析物湯 湧 ジ 下穀 ノ 溶 d，、 亦 叉 サ

モ 係 中 三手： 出 プ 7k 見 一 カ 同 浅 1思 モ
ーー ーー ノ ーー ス 少 ヲ ス f民 シ 居 キ 色 亦v 
よ‘ 於盤 ノ、 JV 量 混 JV ク プ ヲ 傾 透深
jJ プ 4頃 主七 毛 ナ ..A 伏湖 合 連 向 ゅ： ヨF

rtiJJ 分 ヲ rYJ ノ JV 4、、’B 埼 岸 有 シ ア ーー モ
再&-J.I 析多 出 一 ーー キ ~］~ ーー J主 アリ シ ノ、
ーー セ ク 口 ノ、 由 そと 水近 JV 土 蓋 ア 多
最 JV 溶 附殆 ノV ヨ七 ん－.：：： キ ーー 昇 シ 中 ミ／

、
モ 成 カ 近 モ 量 ノ 庭 某 ..A 其 性 之
近績 J主 ーー 之 ノ fJJ 混 ヨ 閃 JV 成 ノ ーー
キ ヲ － ー

白 ヲ ナ 7主 二λ リ 二え 際 分 反 反
湖 観 由 色 1回 JIノ ~f;J· JV I勇 JV 同 ヲ 膝 シ

明 JV JV 臨 サ カ 近 =t 出 モ 居 異 ヲ プ
ノE三・r, ーー ナ 類 JV 京日 ーー ト ヌ、 ノ 中 ーー 呈 111 
ノ 湖 ブ ノ モ 三／ 湧、 多 JV 、 ーー ス シ 麓
Jペk}j 底 ン 沈 i胡 叉 /ti ク 毛 立日 ι口、、 JV 硫 一
ーー 沈 澱 岸温 ヌ、 後 ノ ク 有 2、 化近
十 宮金 附 ーー 7「1l /l〆 者 ーー 其 ヌ、 恐 7.k キ

t民 府 著 近 ノ モ ..；，、 』Fιr1 温 JV プ 素 慮
分 中 セ

"" 沈 ノ 訪日 キ ：度 I主 ク 又 ヨ

中 ーー JV 蕗 澱 、 底 悟 ノ 葦 i昆 J、 リ。其 エモ ヨ 物多 沈 向 Lll 其泉疏 湧

一 本 ノ ') ノ 長：澱 ア メ血3に 他 カ イと 出
四 源 ヲ I勇如 ノ 層 JV ーー ノ ？朋 物 J主 入
ヲ ア 多 出 キ y「＇Kτ 中 ，），、 近有底 ヲ JV 

ヲ ク .A -=E: 水 － ー 同リ =i- 機沈 合温
、、、 ト 見 JV Li I τノ" 停者 庭物澱 よ‘ 泉
よと }J! 、 ノレ 鷺麓 i昆 I帯ノ、 ヨ ノ 居 =t ノ、

較 ’惟 J、 ノ ーー Jえ Jえ 山 ザ 分 中 ト 温
的 セ 其 湯近 ノv JV 麓 湧 月平 ーー 砂 度

I ~胡 プ i胡 藤 キ モ 多 附 出 成 停 ク 概



｜湖其下諏 ノ ト ，ウ、『， JV 温 ノ J屯 jヂLI 

思 泉事
、

水原深訪 ト ヲ モ 是 ーー

面 悶 庭 i昆 イ故惟要 ノ 湧賞 v 堪、．よ圭？．

ノ ーー ヌ＇・ll Jえ セ J主 ナ 出 ト 賞 キ

1底思 存 ノ 七 モ プ JV ') 量 :A ーー 藤

下 惟在 鴻 敢 JV ーー ノア湖野

ナ Jえ ，.：？；、 プ 、 四 慮ア成屋 ｜
ソ 4、、 JV iヨr 温 不硫十 ニ得沈ノ

キ 源 次 泉 可 化有 ヨ ，、、 澱 r事1弓.t 

そ 泉 第 洞
ナ 水飴 ヲ ミ／ 層 ーー

ノ ノ ー カ 素 ノ プ 中 其

すF 自 減 1旬円 プ ア 湧 %: 二 ノ 痕
ii三I 扶 少 ノ ン ン 出 異 成跡

ナ ノ シ 原
モ 口 ア 分 ヲ

キ 減 f兎 ーー ヲ JV カ 見
悶 !J 

一 退 ,!.fJ ]... 有 ，，、 温 ilJ 
非 ーー ノ 等 .A t& 泉 賛
二ス 基地 ヲ JV 盤 ノ ーー、
其 悶 除上 ノ 成 近

第 Jえ 亦 ケ 諏 裂 分 キ

一 yレ 低 ノ、 訪 解 ーー 自
ノ、 ヤ 下 其温 ノ 著 然

よ？ミ モ セ 成泉 大 シ i兎
弁 功ー ｝ν 分ノ、 キ 出
ノ 失日 ，，、 大湖 又 闘 ノ

議，jli JI〆 多 健底 ..；，、 係精

掘 4、、 少 ーー 沈 静 ア 進

-Jr, ーー カ 地 於澱 水 JV 

ユ、／ ア 殻 プ 層 歴 ＝， ーー

ア ：ス ノ 相 ーー 等 ト ，，、

第 建 類其 ノ ヲ 全

一 filfil 窃j 似本 闘 裏 ク一ノ、 二モ 或 Jζ 源 係 ・ 書 現

司氏 他 ，，、 JV ア ーー Jえ 有：

誌 ノ 地 モ リ 困 JV セ



ン JV 諏 】V 女日 悉 及本其泉 ヲ ｝昆 ノ 泉

カ ーー 訪原 ヨF ク J、、 温 湧 井掘 ..＞、 温井

魚 闘 湖 因 ，，、 之 リ 泉 出 ノ 盤 其 泉 濫、
メ 係 水 一ヲ 而 J、 量近 セ ーー 掘

ーー ナ 面 云般遺 シ 最 ヲ f芳 ，，，、 ーー 其 ノ

諏 シ ノ フ 温棄 プ 近減 ーー 其 ±｛~ ｛列 I!OC 

訪 ｛民 ，、、 泉 シ 盤 四 少 更 湧 積 乏 接

湖 云下 ヨF ノ 湧 井 五 シ ーー 出 セ シ ？毘
唯 フ モ ナ i兎 出 ノ 年 同 之畳 IV カ よ見

一，、、 亦 ヲ 出 二ス 廃問 時 ヨ ーー ブ ノ

ノ カ ？且 皐回王 JV 棄 ーー 一 ソ 著積 ヌ、 湧

生血 フ 泉 ヲ i昆 セ M士 t勇 b、，吊1>: シ 腎 蓋 出

表 .A ノ 減泉 ブ ア 出 キ キ 中 ジ 力

排 :M: 、
湧 退 モ ν ノI＇.寸I℃ ノ JR. 五＿li'i ーー 本 ヲ

7k ヨ 出 セ 1九： タ 井地 井響 浸 温減

口 リ 量 シ 其 JV ノ 位 ヲ ヲ 入 泉；昼

タ 先 ヲ メ 佳 モ 11民ni 亦 事~1 & シ ノ セ

JV ヨp 減 又 之 ノ 掘 低：躍 オ三 庚 J左 ジ

天諏退 J、 ヲ 又最下 .A ス ク 盤 J..、

音E 訪 ミJ 湧 放 d，、 モ J弐 _IV J，、 苔 ヲ JV 

河 盆又 出 流奮甚 JV ~ 積 ナ ノ、

口 地 J、 地 ジ 温 タ d，、 キ ヲ セ セ j頃

ーー ーー 湧 票占 プ 泉 ユ、〆 敢 ~・、 俣 ブ JV JV 

種 於 出 ノ 願 井 ク プ 前 タ JV 集 明
;, ケ 地 地 、、、 ノ 撃 怪者 サ 、 ちt 白

ノ JV 黒占 サ 藤井 ム ，；，、 JV カ ~'g- ナ

工洪 ノ ヲ JV 井 ノ ーー 直 ト ox ノ JV 

事 水地 ｛民 モ 一 数 足 － ー
::? ーー 裂事

ヲ 氾位 下 ノ 鴎寅 ブ 其 ロ 相 線 寅

施濫 ヲ セ 砂 シ 一 サ ~＆ タ 接 ヲ ーー

三J ノ f民 シ カ ノ官 7圧 JV ヲ年 ソ i!I l坦 ジ

以害下 よ‘ フ JV 百 ナ ヲ 特 シ ア ア

プ ヲ セ JV 二え モ 白． ワ －戸-1: 一 ア タ 諸

其除 シ 主斯 ノ 皆、 ケ 洩 Ji~ IV 地

担ド カ よ‘ ナ ノ ノ、 一 ア キ 井 温 方

二

O



11::! ス熱易 JV p 少上月庁シ十以チ水

量 JV ノ、 ナ 頴 蚕 J、ノ謂 ア五ア大ヲ

アユ容ラ著ジ一人逗釜フ~釜正容 ｜
増至易シナ瀧部工エ口 下口元易 ｜

加 JV ニメ JV 泉川的ヲ 量 流橋年ナ｜

シへ綾従事湧其工撤水ニヨ十ラ｜

父 シ 故ツ寅出理事展標於 Y 二ジ

ノ、｛長セアニ地由ノシ附ア橋月メ

其賀ス其シ県占ヲ矯ア近 J、原 j胡ン

温幌泉湧ア四此メ更ユ 幅橋水ト

度嬉 水出静近諏ニニ於十ニ面シ

ノ野 J、 量 水ノ訪低約ア五至ノ其

低温容及 r~ 静湖下 O 約米 JV 水結
下泉易 i.Al 低 水 水 ス ー O ノ約位果

ヲハユ皮 下！堅位ノν 米 一 区千ヲト

防嬉漏ハスカノニノ米 域四ハシ

ク野洩減 v j且低至水ノヲ百平ア

魚川セ去H J、泉下 v 位減遁五水湖

ニニサス 温 ． ノ ニ 9 ヲ水ジ ー十ヨ＊

河沿 JV JV 泉湧蹄誠低ヲア米リ面

水 アヘニノ出ス訪下見深ノ O ノ

ハアク至温ニ JV 温セ JV サ問一水

堰湧従 JV 度密モ泉ジェ O 上米位

キ出ツへノ接ノ湧メ至五流丈ア

留ステク接ノア出合 P 米ユア低

メ JV 其静散開 JV 力計同丈於低下

ラモ湧 水．又係ハノ約時ヲア下セ
v ノ出麿 J、ァ怪衰 O ュ掘ノ、セシ l

アナ量増泉有ム弱六水リ 川 シ コ

温 JV 及．加水スニ及米車下床ムト

泉カ温スノノV 足湧ノニケノ JV 屡

湧温度 v 漏コラ出水必其中ノナ

出泉川 J、洩トサ 量 位要結央計ソ

地ノ増温ヲハ JV ノハナ果幅昌l 矢
貼湧加泉 容 ｝ 境 ナ 減 以 JV ト五ヲ即



泉第 ナ 子‘匝mi’ 既 il~＼. ；収 ノV j成 虫立 附
ji五 一 リ 初日i ーー 兵ミ iifj 事 シ :L三l ·~司l唱 近一
Hi 従 ヲ ア「1τ"- ノ ；＇｝，疋il 質 此 ノ、 JIJ －＇，、
j也 来 巌 井保 ~i1 ナ ーー :I.tr ーー 一
何す ！政 重 ノ ti[ i也 八 /I〆 又 カII ？岱 ノ

近 ヲ｜二 － ー
i舵策 1U カ yi]j Jミ フ 1架

一 ーー 禁事＇／＼ 1, ヲ 量 立u IJ:I JV ブ Viii 
新師 Jf: ヲ 建 ノ 副I~ シ 地 － ー

？男 ヲ
ーー シ _A 以 ツ 減 訪 ．明．、‘lト~ ヨミ 出 形
官注 タ JIY プ Iレ ；旦

ご1r%l
ヲ レ セ 成

道 JV 工1 で）｝ 必 j!)} f氏 リ 】V フ、

ヲ モ ト ,11 二λ 出 泉 l; 果‘ カ ノv
開 ノ －＇，、 王Eごr!’； シ j也 ノ dヒ シ 官立 ーー
:'ri¥t ノ、 ii，吋IL ノ 毛 山m,:トI 

保 シ プ 'ilj-‘ 豆三
京、 宜 よ込以葬H ノ よ‘ 。jと Jll リ
yレ ．〆 ノ 少、 司I w~ ~{M 

JV フ ノ 制i
ノ ク 保 i9J 一’ ド 1X-l 一 ノ、 河奈
場 之 言長 ~I" ；ノ：1ト2之 _Gil ~lll記 ；水 Jll
メ口>.. ヲ 上 t也 .A 井 リ ヲ 牒、

充 必票I~ 割店 ノ プ iMJ !I足箱
｛百j :tJ'fi_ 要 ノ ー． il/!1 力 7]'( キ 主ri
ン ス ナ ｛氏 7『：1τ"-、 払j ア 百1 ぷ＇｛ b a’ 
ク J、‘ JV 下 井 ノ リ ノ メ 之
il!I前fl 三ノ ＝宝 等 ノ 店｛ シ f氏 プ 1ご

~~ I;ら： ト ノ 濫 怯l コ l~ ヨ ヰdii
ノ シ J 、 主 11:~. 目IJ ト J、 リ Ji~ 
上腿 一~ う ヲ j1l1 ノ、 言l氏以 ノ

昇 ヲ1: ヲ }J, 般 ノ 殆 i治 来 i原
ヲ ノ 侠原 重： 女日 ト Wt 官 7「，j'ミ

誘 ヰ壬 タ 因 ーー シ 年t tr℃ I 之 J、

致 右： サ ナ 牟l' プ ノ 子． 与L
3、 J 、 ノレ リ JJ-. セ ~、 i珂 部品 川｜
/V ’恰 ト ト .A ，，、 ,, ｝込 ノ
ト モ =t セ ，、、 ：μ良 プ 』ー～l！ー． ノ x 
=t ii，’~ ロ ，；・、 シ

サ ヲ ii)} 涜、

ー ー



ノ

静

水

腿

ヲ

低

減

シ

或

ハ

温

泉

ノ

漏

洩

ヲ

容

易

ナ

ラ

シ

ム

U
F

ノ
恐

v

モ

τ2 地

反

ノ
ソ
山
出

回一氾
ヲ
減
少
セ

サ

7 

シ
メ
又

川
一
山
山
地
貼

ノ
低

下

ヲ

拒

ク

サ

y
h水
井
モ
亦
之
ヲ
充
境
、
ス

ーー

川
ぃ
肱
井

ハ
宜

シ

ク

之

ヲ

充

填

λ

ヘ
キ
ナ

η
ノ
、叫
ん
鹿
井

ア
充
填
ユ

市
戸
ト
同
時

ニ
利
川
セ

ハ
機

宜

ノ

庭

置

ナ

ヲ

ト

云
ア
戸、

ジ

第

三
、
湖
中
ノ
釜
孔
ハ
宜
ジ

ク

之

ヲ

閉

塞

ス

，、、

シ
、
蓋
シ
釜
孔
ヨ
リ
湧
出
ス

同

ノ

泉

源

ニ

鴎

ジ

釜

孔

ρ

減
訪
池
内
水
ノ
湖
中
ニ

於
ケ

グ
漏

洩
口

ト
稿

ス

ア

ノ
ナ
リ
、
政
一
一

Pν 

y
温

泉

ハ

誠

訪

淑

泉

J、、、

ヨr
モ

ノ
ナ
リ

第

四
、減

訪

湖

水

面

ハ

成

が

タ

ハ

却

チ

渦

泉

ヲ

保

護

ス

Y

所

以

J

リ

U
Y

如

ク

誠

訪

湖

水

面

ヲ

低

故

ニ

釜

穴

ヲ

閉

塞

シ

ア

渦

泉

ノ

漏

洩

ヲ

恒

ク

シ
、
己

F

一
連
へ

ク

其

低

下

ヲ

把

ク

J、、、

下
ス

ロ

ノ
静
水
川
崎
ヲ
低
減
ス

ハ

泊

以

ノ

上

昇

ヲ

誘

致

ス

JV 

JV 

':;3 

渦

反

ノ

湧

出

量

ヲ

シ

ア

減

退

セ

シ

－ 

.7' 

ス
、又

其

初

出

地

鮎

ア

シ
ア
低
下
セ

水

面

ヲ

低
下
セ

シ

d、、

カ

ラ

J主

よ‘

山
戸
所
以
ナ

Y

ヲ
以
－
ア
峨
訪

サ

ラ
シ

JV 

ーー

よ‘

第
五
、
泉
井
中
ニ
挿
入
セ

ト

モ

湧

出

地

知

ノ

上

昇

ヲ

来

ス

可

Y

錨

管

ア

小

ナ

U
F

者
一
一
改
ム

JV 

':;3 

‘闘后冨温司・・・・凶圃・・・・・圃・E関

能

性

ア

有

ス

M
Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ

誠

訪

地

方

ニ

ジ
ア

低

ニ

泉

井

ノ

躍

掘

川
止

ミ

藤

井

川
充
填
セ
ラ

V

釜

穴

ハ

閉

塞

セ

ラ

レ

又

誠
JV 湖



山 員 本 シ 訪

f専諸報 湖

造氏文 水

氏 井 ヲ 面

ーー ーー 絡 ノ

深謝 JV 低

厚査 ーー 下

ナ ノ 嘗 ヲ

JV 際 リ 来

謝及調 Jλ 

意地査 :::? 

ヲ 質上 ト

表 困種 ナ

..'A 調 々 ケ

製 ノ L〆

ーー 便 ，，、

嘗利 諏
ヲ ヲ 言方

特輿 ？且
ーー ，、、 泉

助 フ ノ

力 v H年
セ タ 来

ブ JV ＿，；，、

レ上 多

タ 諏 ク

ノV 訪 憂

諏 町 フ
四

訪 長 ノV

‘’ 中 及 ーー

皐其 足

校他 ブ

敬 役 サ

議場 JV 

牛 吏 ，、、



山
形
勝
上
ノ
山
温
泉
調
査
報
文



山
ー，且、4・ 五 四 一 一 緒一 一 形
結 大 上 奮 新 位 」~三＂＇・. 勝

正 ノ ？昼 温 置 目
上三肩関l>. 十 山 泉 泉 及

年 町 ノ ノ 温 ノ
ーー 附 湧 湧 泉 ヨk

山於 近 出 出 沼
ケ ノ 獄 紋 革 温
戸〆 地 態 態

泉上 質 及
ノ 及 新 調
山 其 温

査町 温 泉
ノ 泉 湧 ． 報
降 ト 出

文水 ノ 後

量 闘 ーー

係 起
．． 

' タ

JV 

－ ． 議 ． 

化

'' 

四 四 四 一 一 一 一一 一 一 一七 五 一 九 七
--L.. 

五一 ノ、
頁 頁 頁 頁 頁 頁 頁

． 



署セ至カニア掘山 山
長ラノV 救温新整形 形
藤レ九済度ニセ膝 県系
田シ日方低温 JV 上緒 上
勝内問ア下泉毛ノ

太務之牒シ湧ノ山 ノ
郎技 カ 営 搭 出 ア 温百 山
氏師寅局用セソ泉

外松地ニニ九是地 温
温尾調請堪之等宇 泉
泉仁査願へカノ樫

管氏ニセサ篤温町 調
業及従リ JV メ泉地

者山事本数字井内 査
諸形セ官多湯ユニ 報
氏牒リ命ノ町 J、大

ノ技室長ヲ溶ニ執正 農文
輿手ニ受糟湧 ν 十 商

へ 山其ケヲ出去年 務

ラ口結大生ス地ヨ 技
レ徳果正セ JV 表リ 師

シ兵ア十 9 奮以同

使街報ート温下十 Jj 
宜ポ告年ナ泉五一 、
ニ田ス三シノ十年

針重調月同湧二ュ 林

五 シ雄査四地出向亙 儀
鼓雨ニ日温量乃リ

ニ 氏際ョ泉減至温

深一五シソ管退七泉 ー
謝ノ特十業ス十井

ス山ニ二者 Fレ八四 郎
し 警同日山ト問個
‘ 察行ニ之共エヲ



上 セ 始時本吉山陵 ヲ 上
ノ 三／ メ 代町山虚地去 ノ

山 カ ア ..＞、 ニ葉室ニ JV 山

温 奥之詳湧山臓 シ南町

泉 一 甥 ヲ カ 出 ト JlJ T 方 J、 一一d，、 線全日ナ ス相 ェ其三戸
ナふ且4・ 開 レ フ JV 封建北里 数

湯 新 遁 ヲ サ温ス績西 ェ約 位
町 温 後 JV 泉 F同 ア千 置ト /. 

ーー
泉

念云 モ ノ、 同I ーー ヲ 五
及

ア ーー フ 今古 ノ I且 プ 百

ヲ ノ ？杏嗣 ヨ 来 中泉奥飴 温
プ 湧 客来 ヲ 鶴 央湧弱 人 泉
数 出 増今約腔 ーー 出線 口 i告
多 カ日 日 四温 ，），、 フ」 ノ 九
ノ 吠 シ ェ百泉 古該一 千 革

泉 態 年至五 ト 披丘騨 五

源 々 〆十稗 E止陵タ 百

ア 教迄年 手／ タ 地 ヲ 内
') 十建前東 JV ..＞、町外

之 高綿 ノ 4t 月 西 ノ ア

ヨ 人 ト 長地 岡方東 ') 

ヲ ヲ シ職方 公 ーー 宇山

湧 敷ア年 ーー 国漸部形

出， フ 存問於 ア 次 J、平

ス JV 緩ニ プ 9 其平野
JV ーー 手ノ シ有 前高地 ノ

温 至地ア 名 ,,, サ ナ南

泉 v 方肥ナ ノ ヲ JV 端

ヲ リ 人前 9 谷増毛 ーー

土 ノ ノ } ヲ シ西位

管 潜入ス 隔終宇 ジ

又 用樟其 うF ユ部山
ノ、 ーー 月 号変 、 経 J、形

木 供秀見 三塚丘市

ニムハ



ノ 開二 ーー ア 至九 一・－ セ 管
(4) (3) (2) (1）湧始上蓮 ヲ リ 年別 リ 石

｜十
出 ミ／ 穂、 シ タ 深十 方然 樋

四八三 量五掘 アソ 度二面 JV ーー

間 尺問 尺 一 月 開揖次五 月 ーー ーー ヨ

石十蛤 氏 プ 十一掘上

一九 ト 五 ト］ 一 日 盤 ノ r七一
斗 日 殆十年 問武 ーー ＇－＇~ f同
一 ーー 七三 一 回 ヨ f且 ノ
一
升至 制度 月達利リ泉共｜

石 黒 石表アリ時／ニシ兵新地同

英砂英 士 リ 深 ナ j品←1・ プ 街温 ノ i答
組 *11 タ 度ノV 泉 日 品t ナ 泉漸場

面 面 9 五三 初第 氏 JV ノ 次世

岩 ~~f 其：十 fl 出 二五 モ 湧接 ーー

及 !>f!. 地七 二 シ 上十 ノ 出 民 二

凝 Jえ 質問 十一線二 宇 ヲ 3、 十

：民 似、色ずE ，，、 ーー 一分掘 度 津 企 JV 軒

岩 友 大 這 日 間 ヲ ノ 町 liiJI ヤ ノ

::t;・ 約 シ 一 ノ 開温 ーー ス 奮温

左 ア 須 湧始泉上 JV 来泉

ノ t轟藤 出 シ 湧線 モ ノ 旅

如 氏 荷 量 七 出 据a ノ 温 館

ミ／六蔵三 月 シ ヲ ヲ fR. ーー

面十 ナ 斗三一 開生 ヲ 誘

表度ノV 五十分始ス 以導

ヨ ノ 者升 日 間 シ ;v プ 分

二七

リ 温亦 ア ーー ノ 十 ーー 足配
）泉津 リ 至 湧年至 L〆 ジ

湧町 タ ソ 出 一 v リ 以

出 ーー リ 深量 月 リ ト プ

シ 上該度四 十郎 ナ 搭

一線武六斗八 チ サ 用， 

分掘 田十 二 日 大 .A 一
問 ヲ 第問 升 一 正新 供



入

(5) 

二
尺

黒
色
畦
質
岩

十
九
問

軍
側
シ
タ

u
y

石

英

粗

面

岩

パ

Un
t
 

此

外

村

尾

要

助

ナ
U
F

者
武
田
及
須
探
雨
温
泉
井
ノ
中
間
ニ
位
置
ヲ
定
メ
大
正
十
年
一

十
七
間
三
尺

石
英
粗
面
汗

月
二
日

上
線
掘
ヲ
開
始
セ

Y

モ
掘
盤
上
ノ
困
難
ア
リ
シ
渇
メ
大
正
十
一

年
三
月
四
日
漸
ク
深
度
七
十

八
問
ュ
違
シ
揖
氏
六
十
四
度
ノ
温
泉
湧
…
出
シ

一
分
間
ノ
湧
出
量
四
斗
五
升
ア
ソ
タ

η
ノ、
共
地
質

川
約
左
ノ
如
ジ
（
地
表
ヨ
リ
）

約

二

十

問

石
英
粗
面
岩
塊
及
凝
友
質
粘
土

約
三
十
五
問

角
皆
、
質
凝
荻
山
有
森
崎
川
和
コ
、
一
判
断
臥
攻
、
阪
肘
吋
一
恨
）

約

二

十

三

間

暗

友

色

石

英

粗

面

岩

（

井

底

ニ

－

ア

六

十

七

度

ノ

温

度

ヲ

有

ス

ト

云

プ

）

本
官
調
査
中
前
後
数
回
ニ
亙
リ
前
詑
各
新
温
泉
ノ
温
度
挫
ニ
初
出
量
ヲ
測
定
セ
リ
ノ、
其
平
均
ア

翠
ク

ρ

左
ノ
如
シ

レ’

度
（
判
明

i~l 

氏
＼『J

T可ミ

h¥' 
bι 

rn 

与式

出

披

五
一
・
八

斗

六

升

五

勺

同
HHV

H
U
H
 

六

度

乃

至

八

い

は

武

チ！：

：丘

凶

第

“凶

""' 



村須武

ー捺

テ，，

五
七
・

o

第

同

藤

井

五
九
・
五

m 

チF

六
三
－
A

rm 八

斗斗

升合

八 五

合 勺

占ノ、

q
i
 

i
 

H
r
i
 

主卜

升

四

合

十

五

十

~ ，、

日
刊
UVHυ

 

ーと

十

八‘

｛！司

奮

温

泉

ノ
湧

出

状

態

及

新

温

泉

湧

出

後

一

起
リ

タ

レ
パ
レ
－
U

J

案、
r
1

前
記
四
個
ノ
新
温
泉
津
町
ュ
湧
出
一
セ
シ
以
来
湯
町
奮
温
泉
ニ
漸
次
影
響
ヲ
輿
へ

タ

U
Y

モ

ノ

サ
U
Y

ュ
至

ν

如
ク
、
大
正
十
年
十
月
ニ
至
リ

醤

温

泉

ノ

湧

出

量
減

退

ト

共

ニ

温

泉

温

度

ノ

低

下

セ

U
F

毛
ノ
新
丁
大
湯
、
湯
元
五
助
湯
ヲ
始
メ
ト
シ
其
数
少
ナ
カ
ラ

ス
、
之
レ
全
ク
新
温
泉
湧
出
ノ
結
日
果
一
ニ
外
ナ
ラ
ス
ト
ナ
ジ
湯
一
町
混
一
泉
組
合
ハ

其

救

済

誼

エ

善

後

，

槽
ノ
使
用
ニ
堪
へ

Y

鋳

メ

潜

策

ヲ

牒

嘗

局

ニ

訴

へ

タ

η
ノ、
依
－
ア
騒
ρ

十
一
月
下
旬
湯
町
温
泉
ノ
誘
導
管
－
一

ツ

キ

其

内

ヲ

流

走

ス
U
F

温
泉
量
ヲ
検
定
セ
リ
、
越
エ
ア
大
正
十
一
年
三
月
四
日
本
官
上
ノ
山
町
到
著
ノ
日
ニ
村
尾

二
ρ

著

シ

ク

湧

出

量

減

退

セ

リ

ト

稽

セ

ラ

レ

温
…
泉
井
湧
t

出
シ
同
時
ニ
高
内
源
之
助
内
一
湯
外

タ
リ
／、
依
－
ア
本
官

ρ

湯

町

ユ

於

ケ

Y

奮
温
泉
ノ
泉
源
ユ
ツ
キ
果
シ
ア
新
温
泉
湧
出
ノ
矯
－
一
種
化

九



｜時排井比ノ雄新ア地温ア定セア

ノ除ヲ較注モ温調内泉其スリ来

賦殴自主J意爾泉査ユ湧湧ノV rrfi セ

況取然照ヲ来湧セ掘出 出 ア ジ JV

J、セユス 喚 温 出 JV 盤以 量 得アャ

目シ湧 JV 起泉以調セ前ヲサ泉否

下ト出唯スニ前 書 JV ノ計？源ャ

ノキス－－ JV 麓ニア漉精 v シ ノ ヲ

新第 JV ノカ化於 JV 泉確 リ矯位調

温三ニ材如アケノ井ナ主主ニ置査

泉同任料キ生 JV ミ訴 JV v 湯及ス

封ノ、セト襲セ奮該語調ト町周 JV

奮温タナ化シ溢検事査 モ ニ 園 ノ

温泉 JV セナヤ泉詮件ナ主主於ノ最

泉井トリカ否湧 J、賞 キニケ肢モ

ノヲキ嘗 Y ヤ出既時コ最 JV 況念

獄閉第時 シ ヲ 肢 ニ 検 ト毛誘ヨ務

況 塞 ニノ ア剣 態二 詮ニ不導リナ

ニセ同検以定ト十ノシ使管其 JV

最シ J、 麓アス思年魚アトノ多ヲ

毛ト温 J、己へ惟以メ只セ流数戚

類キ泉前 ム キ ス 前 敷 僅シ量 J、手／

似ュ井 後ヲ資 JV ノ個カ J、控泉約

スシノ三得 料 ノ 、 事 ノニ醤ニ源四

I JV ア温同 スナ 或ニ 泉明温各ニ日

！ ヲ是泉之之キ J、 麗 源治泉温ツヲ

｜以等ヲヲヲト穏シヲ三ノ泉キ費

アノ極行本検常直接十部放アシ

同内力ヒ官詮ナユ掘六出舘直之

検 第脚第調後ラ之シ年放 ノ ニ ヲ

音量一筒ー査温サア其高態溶湧開

ノ同ア同ノ泉 JV 以 湧内ニ槽出掘

結検用 J、結管へア出源開ニ量シ

果詮ヒ温果業シ最扶之シツヲア

！ ヲ嘗ア 泉ト者ト近態助事キ測検

。



水 国 第 第比

面 ー 較
J: 十 同 ノ

廿 0二 検 標

五
神

詮準
尺 L丙｜ 結 ト

乃

3ト 果 セ

至 及

一 検一

函函十 詮
尺 ヲ

ーー 京主

位 タ

.A、 JV 、
其 !If]之源内高 泉

内 源

薬湯設以 ノ

師町 結下奏壬辛庚 己 戊 丁 泉排
主』主主 ーー 果各 源列
境於 ト 泉 名 ，、

ず、 ケ 比源 第
十 JV 較 ーー 石一
二泉 セ ツ 枠園

紳源 ン キ ノ ーー

背 ノ、 ト 本 上 示
後合 三ζ 官 一 二二 四三 八 端 J主

ーー 調寸 寸 寸 寸 寸 分 ヨ カ

ア 査三 五 ヲ 立日
JV 五 ノ 分 分 i11囚凪 三／

モ 個 結 泉
ノ ア 果 面
最 リ ヲ 迄
モ プ 言巴 ノ

高前 る／ 距
シ JI( 検 離

一一一一



号車 JV ~且是 ーー 湯木 ト 1且 JV シ表 湯（甲）

ノ J、、 泉等 シ垢枠三泉 :::r 枠下町薬

~ シ 湧二 ア 附 ヲ 尺面 ト ヲ 約薬師

メ ト 出泉殆著姉 ヲ 以二設四 自！Ji 堂

温雄量源 y シ入 隔上問 ケ 尺 堂境．． 
0又， モノヲト 亦 セ ア 約 ーー .A ーー 境 内

ノ 本最見休新 y 梢五 シ 湧横 内 ド

湧二近ノV 止 ;::::. 其下分 プ 出 タ 十二

出 泉減 ーー 肢温流 方 ノ 木 セ ノ、 二神

ヲ 源；呈其態泉 出 一 間 f通 JV JV 紳背

阻 ノ、 セ 周 ーー 面 口 ア 湯 一 温石 ノ 後

害古 JV 闇 ア ノ J、 リ 垢移泉英背 ノ

セ 来 J、 ーー 9 低前地附 ノ、 粗後泉

JV 主F 明 ~H タ 下部泉著清約 Jfii ュ源

コ プ ナ 著 ヲ セ 土 _, 、 三／ 野 I司 lf 二 清

之 リ セ JV 戸民公 同 事f 五 尺 ノ 良野

少 ヲ 弘' 、 Jl〆 ヲ ーー シ 一 助 ／ 裂 wt.五．． 
ナ ！？司 .A 湯 示連 ク 温俗 問｛昨 ア 助

カ ilM 其垢 セ 結石泉稀土 中 、 内
フ ’t 減及 Y ス英両湯 中 ヨ ー－ .~修H正3

サ シ 退士 調 木 粗 低 元 ヲ ノ、 ァ向κ 

JV ::r ノ 管 査枠 T£ff 下五 流 f晶薬源

ト 主 中 嘗 ノ 司JI王『 セ 助 レ〆 ＂／.ドtτ< 1':1!i 

;);{?. ナ 因 ノ 時 内 ノ ノV 潜 ア 湧 －－、1＇.・r,_ ー

メ ク ，；，、 湯 ノ、 側裂 ヲ 槽 二l二 出

タ 地恐垢 温 J、 協示 － ー 管 J主 返
JV ノ yドR- フ ノ 泉底 ヨ セ 誘 ーー 其 ク

ーー t兎 ク 肢 ノ 背1.1 リ リ 導達 問 石
ヨ 出 新況 湧 ヨ i:9J 他 ス シ 園 よ百

リ 口 温． ヨ 出 リ ノ 士其 ーー

之 ノ、 泉 リ 極約 シ 一 管 内 石 ーー

ヲ 土 湧推 メ 一 其泉 ノ ヲ お白 ア
4・ 4・

排除 砂湯
出 i.堅守＝ プ 寸 f月 源 内 流 ヲ ソ

ーー シ 微五 悶 ，，、 部走 排 7 

シ垢 ア プ 弱分 一 之 J、 戸ス 安リ 地



弓主 シ ノリ 出 本 （乙）シ 湧温 L〆 ヲ 五 同

セ ク 下調 ス 泉湯 出 7に.A_ シ 示合時

ソ 盛部査其源町 量 靖 -c セ 五 ーー

ーー 戸邑怯 周 ＿，，、 大 ノ 加新 '} 勺流

I勇 ノ、 時間 大 湯 減 シ 温是 ナ 路

出 湯温 ー 湯 北 選 タ Y向κ2司F・ リ ヲ

セ 垢泉 j，、 ノ 制リ 」J，、 JV i兎 ノ シ 整
JV 附 面長北 ノ 一 ~ / lj i昆 モ 理

モ 著 A，、 サ 方泉 苦E メ 以 泉 ノ セ

ノ ノ 附六七源 湧再来 J、 盤 JV 

ナ 部近尺 尺大 出 ヒ 辛執 シ

ソ 分 ノ ーー 湯 口 優 ウ v プ 勿・ω 

一 地 四 位 ノ 及 ーー シ モ 一 ヂ

云寸 表尺ジ Jκ 勺 流二 ア 湯分 j兎

プ 内 面深地源 路裕 一 元 問 出、
自H タト ーー サ表 ノ 槽溶五約 長

チ 長路品・及二 ーー 3函Fえt.. ーー 槽助 八増 1

本 出 ~，、 尺露 備使 一 内 ヲ十 カaJ 

アI.°[ セ ヌ、 五 出 不用 使湯 Ill 三ノ

源 シ 寸 J主 Y電士乙・ シ 用 ーー 合二

ーー 本 ア ノ JV 全得 シ 誘五泉

ア 泉深石石 ナ JV 得導勺源

リ 源 サ 枠英 リ ーー JV セ ト ノ

ア
，，、 一 ヲ 粗 シ 至 ーー フ ナ 湧

モ 以 寸 設面 ーー v i邑 v ヲ 出

温前 五 ケ ~5 ’ E苦 ヲ ヨ？ ア 温畳

泉温 分底 ノ 因 ~n サ 溶度合

湧泉 一 部裂 _A チ キ曹 d，、 シ

出 面 過 ーー 縛 ト 本 キ 三揖 プ

量 ト キ ノj、 中 稽 二然個 氏 一

減地 サ 石 ヨ _A 泉 JV － ー 五分

少表 リ ヲ リ JV 源 ーー 使十 問

セ ト キ 排 f且 ヲ ノ 調用 ゴL 拘

JV 略石列泉 得温査 セ 五五

ヲ 同 杭を セ 湧 J、、 泉後 プ 度升



Jレ 半短本第湧 毛 荷量 ヨ 本第設揚 （丙）
モ 集径泉 二 出 ノ 1勾 9 fj,守t － ケ 町湯
ノ 凱ー源泉 .A ナ 二温源泉湧大 町
ナ

_._ 
尺 －＇，、 源 JV リ 寸 泉 J、 源 出 揚大，、

プ 度二第、ー，， 温故 ア 湧方 溜L ノ i・多円j 

泉東東ン プ 寸 一 fit 一 リ 日i一一
本 ソ ア 面l ノ、 ff;) 本 ス 尺 ＝ノ＝， 側側

11 温木 リ T 下 検出温 ノ 括討道道
泉枠其及 大詰 泉 度大 溜路路
..＞、 ノ 底戊 i£j嘗 ，，、 蝿 サ シ ノ l~· 

1: 内部 ノ 共 時 明氏 ヲ 之下 ーー

ブぇ 1JllJ ーー 中 同 ーー 治 六有 ヲ ーー 於
」4多I.) 一 石 問 治 比 三十 J主 樋 十 ケ

共 f品塊 一戸 場 シ 十三 JV ーー 11'/il JV 

同 ょλ ヲ 位 ーー 部~六度石 ヨ ノ 泉
格面i割1: シ 誘来年 ア 枠 9 泉 源
場 上列精 導 II!i 松 リ ーー 7 源

一 手句 シ 園 セ約麓気 プ ユb ア

｜誘七其形 ブ 一割温園 同 リ

等分間ノ JV 寸査六 ’守 浴 ア

セ ~j ヨ 木 一 セ 度 レ〆 場地一・
プ が；i リ 枠 分 シ 石底 又表
yレ ~f・l i品 ーー 減 モ 枠部 ノ、 下

著泉国 f氏 ノ ノ ーー 温約
セ i兎 ーマ 下 ーー 上石 泉三
リ 出 ノレ セ シ端塊 族 尺、 、
荏：1 Jζ 主． JV プ ヨ ヲ 官官 一
フ i且長 カ ~伊r~ リ 割t 一 各
ク 度径 如 ー 温列 誘石

四

溢撮ー シ 困泉 シ 導 枠
泉氏 尺 本丁面其 Jミ ：父

面六三 ill ーー 問 ノ、

低十寸 源稀至敷 木
下一五 ヨ ..A JV 箇 枠
セ 度全 リ JV 距慮 ヲ



迄 列 本第 湯 モ 播本第 タ 検 氏 本 第

約 ミノ 泉五共 ノ 氏泉四 リ 誼 六 泉 三

二温源泉同 ーー 六源泉印調 十 源泉
寸 泉 J、 源溶 シ十ノ、 源 チ 査 二 J、 源

一其第 場 プ 二方 賞 ノ 度方

分間 一 フtミ検度三 時際三三

ヨ 国 屋詮八尺 ユ戊会気 尺

’ 
庚 族 嘗分 ノ 比 ト ノ

ア 湧 ト 舘時温石 シ稀温 石

検 出 セ 八 ーー
........ 

泉枠 四 セ ハ 枠

誼 二え }V 幡 比 面 ーー 分 シ 度 ーー、、，、, 
嘗温 モ 屋 シ ヨ プ ノ 毛 温 間

時度 ノ 亀 プ リ 園 低 ノ 泉 ーマ

ーー 掻 ーー 屋約石 "? 下 一 面 L〆

比氏 手／ 等 ’八枠 ν ヲ シ ト 底
3〆

........ ノ、 プ ーー 分 上 底 万三 プ 石 部

ア 十三 誘温端部 セ 賞枠 ーー

僅二尺 導泉迄 ーー ヲ 時土石
カ 度四 セ 面四石 ヰミ 石 端 塊

ーー 二方 プ 低寸塊 温枠 ト ヲ

｜分会気石ノ
JV 下 八 ヲ 泉上 ノ 排

セ 分排 J、端距列

ノ温枠 JV ア j!J 一 ヨ 離 シ
一

差七 ーー モ y V' 日 ヲ 三其
ァ度 ア ノ 本温 町 温寸 問、、，、-
JV 石圏 、 泉泉 共泉 九 ヨ

ノ 枠 ・守 如 源其 同 面分 9 

五
、、ー ノ v シ ，，、 問 溶 ・7 ア i国L

ギ上底 本第 ヨ 場 ラ リ tR. 
温端部 温ー リ 一ー 三本湧

泉 ヨ ーー 泉園 湧 誘寸泉 出
ノ、 リ 石 ノ、 己 lfi 導五源 ス

二温塊 新 ト ス セ 分 ，、 ii¥1

日 泉 ヲ 丁 セ ？且 ブ ア 前 皮

町面排 JV 度 JV 年 揖



3屯 本第寸源本第 カ 上色短本第共

溢泉八 ア ノ 泉七如端 ヲ ／径泉六 同

｜度源泉 9 温源泉キト呈ー源泉搭
揺 J、源本泉 J、源観温シ尺 J、源、揚

氏第 温ト園 ア泉前七第 第
ー且4・ 泉泉形 ') 面 泉 寸 ー 一／、－・ 一
十園 J、 質 ノ 本 ト 源 ア 闘 泉

二葵 下同木 i晶． ノユリ 辛 源

度気
ト 大一枠 泉距見底 ト 一ー
セ 湯 ナ 一戸 J、 離 タ 音E セ 誘

温 JV 共 リ 7 下約 JV ーー ノv 導
-L. モ 同温園 大八 白石 モ セ，、
度 ノ j寄度 ．守 湯分色塊 ノ フ

石 一 場撮 レ 共 ーー ノ ヲ － ー
JV 

枠 シ ーー 氏直 同 シ・湯排 シ

ノ プ 誘六径 溶ア 華列 プ

上方 導十約 場検 ト _A 楠

端三 セ 度一 ーー 詮異温固

ヨ 尺 フ 八尺 誘嘗 ナ 泉形

リ ノ ノレ分二 導時 レ ノ、 ノ

温石 第試寸 セ ニリ 俗 木

泉枠 一温五 フ 比温栴枠

面 ーー 国七分 Fレ シ 度冷 ヲ

迄 プ 壬き木 底 プ 構 ノ 以

一 園 ト 部 一氏湯 ア

寸 ’可P セ 枠 ーー 寸六 ト 園

一 v JV ノ 石 二十稿 ’可F
一
分底 モ 上塊 メ，ヨ、 シ JV 』且ー・，、
ーー 部 ノ 端 ヲ 温度其其
シ ーー ナ ヨ 排 泉二湯 長

プ 石 リ リ ダリ 面分垢径

検塊 温ス 上 ナ ノ 一一
詮 ヲ 泉第 昇 リ 色尺

嘗排 三志長土プ土‘ ー，込、4・ セ 木暗八

時列 ー泉 JV 枠友司



二え 店 高（丁） ;; ーー ト 泉 ノ 是撮 JV 9 温

/V ノ 内 高 JV 歪 毛 面股等兵 ヲ ア 泉

モ 床源 内 シ JV 全 ノ ー記 ヲ 六 得 之 面

賞 下 之 源 ウ 泉憶 低 ーー 通十 ’サ L〆 同

訊I] ーー 助 之 ム 源 下島 覧 ー y ヨ 一
、一

ノ ア 弓，＿.＿三， 助 ナ ノ ジ 著 宝／ .A 度 キ 9 7-

結 9 地 内 ノV 底 7 シ温 /V 八 向流 9 

果 乙 内 湯 J、、 部考 カ 泉 ーー 分 第 出 本

－・・・~・－ J、 ーー 泉 シ ーー 察 ラ ，面第 ア 五 二九 温

十 之温源 ＿，，、 .A サ何一 9 泉 JV 泉

尺 ヨ 泉 石 JV 1v L〆 ヨ タ 源温 J、

四 リ 井 塊 ト ノ モ y 9 及泉二

寸 百J 一 ーー キ 、、、 低 第 第 ノ 日
一

ア 方 ア 件I ノ、 ナ 下 五 六 温町

JV 一 リ 著温 プ セ ーー 泉度 中一
ヲ 問 甲 手／ 泉 ス JV 至 源撮湯

知牛 ノ、 ア 面第 モ JV ノ 氏其

v 炊 ゆj 白 低六第五 中 六他

9 事 治 色 下 泉六泉 間 十 一、
場 源 以 源 二 誘口 又 セ ーー

f藍 ノ 十 ，，、 リ ノ 下 ーー 一 度導

五床 四 帯 ま日 自p ア 一 セ
一

寸 下 年 褐 ス
ヨー

チ リ
一

泉 分 ア

ノ 一一 一 白 】V ，、 冷 プ 源気 JV 

土 ア 月 色 ヲ 寧 ノ ＿，・、 ア i昆本

管 ;J 一 ノ 至 ロ 湯 明 ヲ 五泉

ヲ 甲 掘 湯 嘗上 ト 治 プ 度源

七
． fr有 撃 垢 昇稀三 石

、、－－－
ノ ト ア ノ

入深 セ 多 三毛 セ 二λ ー十 枠 JV 南

..A サ ノレ シ 第ノV JV 
....L. ヲ 毛 方，、

持届 十 -c 恐ー カ 三年 設之 ーー

’盤 八 ,! フ ヨ 如泉検 クアー

嘗 尺 一 ク リ シ 源 詮 其接泉

時 ト ミノ 硫第然ノ、 戸的並ー 温掘源

温稀 プ 酸五 v 温 時 度 .A ア



同 ナ 湯 ，、、 ノ 要 ーー 升 シ ~ 毛 シ 泉
参 ス 町 手〆 ナ 之 手ノ 一 プ シ / ア ，，、

一
昭 ヲ 大 ヲ 本 プ 会湧調 ーー 一地、、，、，， 

樋 同 得揚 ト 温其 ノ 出査 三ノ 分表

額t サ 東 .A 泉以湧量嘗 ア 問 上

定 '} 組『 JV .，；，、 下 出 2、 時其 ノ 一
J、 シ ーー "£: 新 J、 畳一 J、 常 湧尺

名 一 カ 於 叉 温岩 ア 分僅時 出五一
同故 ケ 管泉石 ヲ 問 カ 深量 寸

宛 ーー JV 内 湧 ナ タ ーー ーー サ 約 ーー

施是泉 ーー 出 ヲ ヲ 約十三一達

行等源 埋前 ト ト 九七十升 セ

シ 全 ヨ 積 ーー 云云升尺三八 ' 其部 9 セ 比 フ フ ア 八尺会 ト

平 ヲ 湧 JV シ恐地 ヲ 寸 ア ~ ；！.三

一均誘 出 泥 テ ブ 表 タ ーー リ J々 ヒ

分数導 .A 土其 グ 下 リ 過 タ ア 調

問 ヲ 二九 JV ノ 湧石 ノ 村 キ ザ ヲ 査
ノ 採 JV 温 1事 出英 井尾 サ ト タ 嘗

流用三泉 メ 量粗 内温 リ 稀 リ 時
量 セ 線 ノ 湧 ノ 面

、
地泉 キ ス 乙 一由

y ノ 湧
f 、 出 減岩質井 温 JV J、 ノ、

三樋 出 量 ：昆 ナ ＿；，、 湧度 "£: 明温

月 ーー 量 ノ ジ フ 地 出 d，、 其治度

八 ヅ J、 減 タ ン 表 以撞後ニ撮
日 キ 泉 セ JV ヨ 前兵士十氏

割l プ 源 JV ノ、 リ ノ、 ム 砂 」 － －＇－・ノ、ノ、ノ、

定 之 － ー
ーー 疑 二一十 セ 年 十

~D ヲ 於 至 ブ 十分二 メ 五二
子、

チ 調l ア リ へ 尺問 度 ン 月
集度

左定之 シ カ ＿；，、 ーー 気 ト ーー

ノ セ カ 毛 フ 土約温 ヲ掘温
如 リ 調i ノ サ 砂 一五以撃五
ミ／ 第定 ア JV 

、
粘斗度 プ セ 度

一 ヲ y、，， モ 土五 ーー 埋 .JV一 － ー



結べ －riう才之



三／奮升印 第第第 大

気温八 チ合コーー一一 正合三 二 一 i
温泉合大 線線線 十 襲翼襲新
一 ヲ ノ 正言十 樋年計米 二

五 使蹴十 十 屋 日 ー丁

度用退年 一 亀町下

乃ス ヲ 十 月 屋方 湯
至 JV /J三~ 名 二 等而 等

四共 セ 月 十 ーー ーー ーー

度同 ヲ
ー」

七 行行行一
詰芸 十 日 ク ク ク

場 同
） ） ） 

七
及 日 一
放 ヨ 樋

館 ヲ ーー

ーー 同 一 四八五 一 ヅ 一 四 七五
於 十石斗斗斗分 キ 石 キ斗斗
ケ 一九 八 六八問牒七五 三 四
JV 年斗升升升 ノ 営斗升升升
温 三 三 八二 流事三六 二 四
泉 月 升合会 量者 升会合 会
温 八 ノ

度 日 ナ

誼 ーー セ

ーー 至 JV 

温 JV 調l
泉 問 λ，＿.ヒ『．

量 ーー 結
ヲ 一 果
荷主 分 左
-e 問 ノ

..；，、 ーー 女日

左 一 シ

ノ 斗

女R 九

四
0 



下江 ト吉
之

ri－－
J
い

川

｜

湯

一

冗

五

助

一

i＼ 米 松 一龍新寒下御高近村黒柏柏川

幡 本ノ滞 大 殿

橋

四

郎

兵
江上

倉
田倉

虎島

丁 河

屋屋屋湯島湯屋湯湯街屋屋グ助助屋

度
（
携

四五五五四四四五五五六六五五五六
八 四七 九八三七三四八 0 一七八八二

・・・・・・・・・．・・．．
0 0 五八 O 五八八五五 O 二五五 O

一
四
二
六

一0
・八

O

一一一・七二

九
・
四
六

六
・
三
九

五
・
六
四

二
二
・
一

O

九・

O
六

五
・
三
三

六
・
四
二

一八・

O
四

一
一
二
・
七
四

一
五
エ
ハ

O

周
・
九
九

氏

）

一

祖

泉

量

（

一

分

間

P

流
入
量
）

E

升

五
六
．

0

第
一
回
五
・
五
五
（
第
二
回
ケ
泉
源
J

第

二

回

八

・

四

五

F

愛
掘
後
ノ
測
定
、

七
・
八
九

四



ヤ 3 ') 杢 ヨ 泉

ノ 故 ア ナ ') 源

疑 ーー 温 ') 遠 ヨ

ア 泉 泉 ト ヨr リ

ヲ 源 漏 構 ＿，、 各 湯 二 登島中 中長新 重量

ーー 出 コミ 孝司 佐子

.A 故 セ ，、、 十 才普 日 了

障 ') カ 町 ーー 町 佐 村 谷

ナ 且 フ ア 温 町 上
ク ヅ サ ヲ 泉
モ 保 JV プ ヲ 湯湯屋蒋屋湯屋湯屋

其 温 カ 其 誘

途 芸亘Rえ. 女日 距 k、官ヂ

中 備 ク 離 .A 

ーー 敏 現 短 JV 

プ ま日 ーー う拘 － ー
温 シ 本 シ 石

六四四四五五五匹｜凶' 
泉 或 t民えォ・ 樋ト

一九七七四六四一七
ノ、調 土 ・・・ ・・．・・ーノ セ ヨ）. 0 = ＝二 0 0 八 二

温 戸日生 査 Jξ 必局生

度 ，ム，、 ノ 是 木
ノ 宇 際 等 主品命

f民 p 、 ーー ノ 或
一一 一 一

下 1也 モ 誘 ，，、
八五七六五八五三五

ヲ 中 管 導 竹 一六九六三二七五七

致 ーー ーー 管 主民な 八二五六 0 0 六六 三

シ t!J!. 破 ＿；・、 ヲ

流 f 7 損 其 以
四

量 セ ヲ 司wt プ

ヲ /V 生 備 ス

｝滅 カ セ 必 而
.A 女日 シ コミ ミJ

JV キ 音日 シ プ

ナ 慮 ノ，、J モ 泉
~ ア ア フ・王じ＝ー源



一 モ rlii!. 二二 ヨ 本一ナ 上．

角本泉十 リ 岩 ;ii リ 一一 一 ノ

盛岩ノ 度湧 J、英 ト 山

質中 湧乃出町粗ス J中角石町

凝ニ出至スノ面第積盤英附 同
友達ス 四 湯北岩三層質粗遅
互μ王~ シ JV 十町西 園 凝 面 ヲ

ア 状度十部 参 友岩構 上
温態東二 ヲ 日召 －！｛ミSf 成 ノ

泉 ヲ ヨ 神構 .A tU 
湧橡 リ 背成 JV 

出 フ、 南後 シ 地 町
セ ノV 二及白 管 附
リ ヲ 十大色 P ‘ 近

得度湯又
へ乃北ノ、 ノ

シ至側友 地
海四 ノ 白 質
町 1－泉色

及新度源 ヲ

温西 ニ呈 宜

泉 一戸 ヅ シ 温
井走 キ 質

泉ノ ノV プ 竪

井教見硬
内多 JV ナ ノ

四
地 ノニソ

博司
質裂何温
ヲ 体 レ呆 係
調 ア モ y 、

フ リ 本本
JV ア 疋µ~王S 耳L三'f

ーー 之中 ノ

説 ヨ ユ裂
レ リ 北緯



第‘

一 一 一一一
国湧

出
セ

W
F

ヲ
詑
セ
リ
、
然
レ

ト

モ

本

岩

ヨ

リ

湧

出

ス

ノ

ニ
比
シ
温
度
低
ジ

一二
、
沖
積

層

本

層

ρ

粘
土
、
砂
磯
ヨ
リ
成

y
河

岸

ノ

ギ

地

ヲ

ナ

四
四

本
山
石
川

町
ノ
南
西
部
ヨ
リ
ノ
米
津
街
道
エ
府

ヒ
ア

庚
ク
稜
建
シ
石
英
粗
面
岩
ノ
山
石
塊
ヲ
凝
茨
砂
ア

以
－
ア
腰
著
セ

ノ
ナ
リ
、
其
内
－
一
薄
キ
凝
友
岩

シ

モ

ヲ
挟
有
ス
、
本
岩

モ
亦
温
泉

ト

闘

係

深

ク

石

英

粗

面

岩

中

ヲ

上

昇

セ

y
温
泉

し

v

－
ア
本
岩

ノ

裂

僻

ヲ
停
川

毛
ノ
ア
リ
、
上
ノ
山
町
ノ
南

η
ノ
湧
出
ス
w
F

河

崎

字

河

原

子
ニ

川
本
岩
地
域
ヨ
リ
ノ
撮
氏
三
十

度

内

外

ノ

微

温

ヲ

有

ス

y
鎖
泉
湧
出
ス

Y

慮
二

箇
庭
ア
リ
ノ、
又
津
町
温
泉
井
ノ
井
内
地
質
ニ

モ
本
山
石
中
ヨ

η
ノ
四

十

八

度

及

五

十

七

度

ノ

温

泉

Y

楓
泉
ハ
石
英
粗
面
持
ヨ
リ
ノ
湧
出
ス

JV 

毛

ス
、
温
泉
ト
直
接
ノ
闘
係
ナ

シ

ヨ

JV 



四
五

i毘． i昆
泉泉

地 湧

ーー 出

於

ケ 天

JV f ~ 
大 ト

正 ノ

ート 問

王手 － ー
ノ H寺
｜年 ーー

水 密

量 接

ヲ ナ

例 ノv

!.1三 闘

ノ 係

降 ヲ

水 有

量 .A 

ーー JV 

よじ コ

二九

JV ノ、

ーー 周

其 知

問 ノ

ーー 事

著 ナ

シ ') 
、

ヨF 上

差 ノ

異 Ill 

多

少

ノ

影

五 響
ヲ

及
大 オ1

正 .A 

十 モ

ノ

年
見

於 JV 

ヲ
ケ

至
Jレ 嘗

上 ナ

ノ
リ

ト

山 二λ

町
ノ

降

オミ
主旦主主

キ ナ 町互
.＞、 ブ 附 ーー

直 .A 近 蓮

ーー 本 ノ 絡

他温溢 ヲ

方泉泉有

ーー 地湧 .A 

大 ノ 出 JV 

ナ 裂朕 モ

JV PJ~ 態 ノ

影 ＿，，、 ーー ナ

響皐 徴 JV 

ヲ 高直 シ ，、、

.&. ナ プ シ

オz Jlν 少然

二耳、 モ 量 L〆

モ ノ ナ

ノ ーー ブ モ

ト ア サ 地

連 ブ ／レ 1ご

~~r .A 
J、、

ヨ

.A 故 キ リ

JV 一 J、 酒
~，、 ー想 出

早 方 像 上

計 ーー J屯 騰

ーー 掘 JV ス

失 盟主 一 JV 

Jえ t見 難温
ト 出 カ 泉

雌 セ フ 量
モ シ サ ノ

ま型 よー JV 上
ヨ百b聞． Fレ ノ ノ

上
、、、 111 

電長 附 地 練 惟

泉近域 ヲ フ

J 、 ーー 内 f専 ーー

一 至 ーー プ 本

ノ 群 ア 温

裂 f告J 集 地泉

締： 之誼 表地
一’，，u白I:・ ヲ 列 ーー ーー

延 フ」 初於

一 長 JV 1:1:1 ケ

位 .A -C:: .A 1i〆

.A v ノ 而温
JV ，，、 、 シ f~ 
モ i巧 ま日 プ ノ、

ノ 崎 シ 裂石

ーー 鍛 蹴僻英
ミ／ ノ「1τ'<. 町‘ ノ 和1
プ ~H ~it 多 面｛
刃I'三I 近 源 ク I’·~－ 
空τ~＇て ヲ ヨ J、 中
ノ 過 ヲ 北 一戸
h之 ク 裂東 H1~
瓶、 自H 締： 胎
,... チ ノ 商 シ

恐奮 方 同

ブ .: t皿'"' 向 ノ 耳’i王I 

ク ヌドK『 ヲ 方 中

地 幸町 延 向 一
下 ill 長 ーー 生
深よえ .A 走 セ

キ 並 L〆 リ 】V

慮 ーー J、 一敷
ーー 川 新 ノ 多

於 崎 温 帯 ノ

プ ノ 泉朕裂｜



ヲ

認

ム

－＇~ ノ、八九十十十 四五七

レ

己

己

、

y
ム

ロ

ノ

1 1~ 

ス
、
大
正
九
年
及
十
年
ノ
降
水

量

ア
示
セ

大

正

九

年

月

一
三

0
・五

月

七
一
・
O

月

二
五
・
O

月

五
五
・
二

月

一
三
九
・
七

月

六
九
・
五

月

九
五
・
七

月

一
八
・
四

月

二
三
・
O

月

一
三
一
・
八

月

七
二
・
四

月

八

0
・八

川

左

ノ

如

シ

（

単

位

ミ

リ

メ

l

ト

Y
）

大

正

十

年

九
了
三

七
一
・
O

二
八
・
一

四
二
・
七

七
八
・
三

六
九
・

一
五
七
・
一

一
四
・
七

二
四
三
・
四

一
O
七・二

一
三
四
・
七

八
八
・
O



四
七

ヲ 補 新 プ 際 湧 －＇・、 JI〆 減井 湧 上

最給温 果 高 出 各 モ 湯 ヲ 出 ノ

モ るノ 泉 シ 内 量泉 ノ ミ〆 十屈 ，，、 (Jj 

女，..＿‘ プ ノ プ 源 ヲ 源、 ア タ 戸翠 蓄 町

全飴湧著之増 一 yレ yレ Jえ 温 一
ナ リ 出 ミ／ 助 カ日 ヅ モ 奮 L〆 泉於
リ ア 量 キ 宅復 キ f也 i昆 2 、 湧 ケ

ヲ ノ、 交文 地奮 見下 f R. 吏 出 JV 

J正 故頗 果 内 セ JV ーー ヲ ーー 量嘗
H住 ーー JV ア 新 ミ／ モ 方を 復奮 ノ i昆
湯奮 多 JV 井 よ‘ 簡 ケ 奮温上泉

元温量 ヤ ヲ JV 皐 JV セ 泉 ーー 減
五泉 一日 之 閉 ヲ ナ 温 シ ーー 幾退
助 復 シ ヲ 塞得 JV 泉 よ‘ 影 ); 、ノ

泉醤 プ 保 シ
,,,, 

モ I勇 JV 響 ノ 賦

源策 奮 三／ う？ ヤ ノ 出 矯 ヲ 影 況
，，、 温． 難試否 ーー ！既 メ 及響 －＇，、

其 シ 泉 シ J犠 A‘ ， ア タ 一 オ三 ヲ 前

位 ア 減 ト セ 疑 ブ JV 部 .A 輿 章
置 事I 退 .A JV 問 .A 石 ノ 恐 ，、、

言巳
高温 ノ ノ ナ 故英温 ア タ 載
ク 泉銭 結 リ ーー 粗泉 yν JV ノ

シ ノ メ 果 新面 業 ヲ モ 立日
ア 一イ吏 ーー Jミ 温岩者 以 ノ シ

新部 用 徴尚 泉 中
、

問 プ ト 要
i昆 ヲ 困 ス 又 ヲ ノ ーー 之認 之
泉 分難 JV 明 閉 多 新 ヲ ム －津
ヲ 割 ト モ 治 塞 ク 温禁故 町
補 シ ナ 新三 手／ ノ 泉止 ーー ーー

給誘 リ 温十 直裂 閉 Jえ 勝於
J主 導 タ 泉六 縛塞 JV 来 ケ

JV 補 JV ヲ 年蓄 間 ヲ ヲ 新 JV 

自包 平·~ft i＇.叫i:l~ 閉 検温 ノ 主 可 一 新
－＇，、 ス 槽 塞詮泉 闘 張 ト 温温
二九 JV ーー ミ／ ノ ノ 係 .A そ泉泉

_L. 

F、

結

論

． 



間
入

故
エ
己
ム

z為

シ
、
高
内
源
之

ハ

泉

源

ヲ

少

シ

ク

掘

下

シ

温

泉

湧

出

量

ヲ

増

加

セ

ヲ
得
ス

手／

ジ

助

泉

源

ρ

多

年

埋

在

堆

積

セ

Y

泥

土

ノ

馬

メ

湧

出

ア

阻

止

ス

JV 

ト

少

ナ

カ

ラ

サ

ノv

コ

ヘ

キ

ヲ

以

ア

宜

シ

ク

井

内

ヲ

波

諜

ス

~、

ジ

ハ

木

枠

ノ

構

造

不

完

全

シ

ア

湧

出

一

般

ュ

上

ノ

山

奮

温

泉

ニ

於

ケ

y

泉

源

ヲ

園

ム

石

枠

又

Y

温

泉

ヲ

完

全

ユ

瀦

溜

ス

Y

ヲ
得
ス
、
且
ヅ
之
ヲ
誘
導
ス

Y

樋
川
慮
々

ニ

破

損

ノ

恐

ア

Y

ノ

J主

、
ナ
ラ
ス
或
A

無

蓋

ノ

佳

露

出

シ

又

ハ
樋
ノ

一

部

地

下

水

ニ

浸

サ

Y

、

等

其

保

温

ニ

封

只

注

意

不

充

分

ニ

シ

ア

矯

ニ

泉

湛

ヲ

低

下

シ

泉

量

ヲ

減

ス

::? 

ト

少

ナ

カ

ラ

サ

U
Y

カ
如
シ
、
宜
シ

yν 

ク

是

等

ヲ

改

造

修

繕

シ

温

泉

利

用

保

護

上

ニ

最

善

ノ

方

法

ヲ

講

ス

ミノ

奮

温

泉

及

新

温

泉

ρ

無

色

＝

シ

ア

異

臭

ナ

ク

梢

献

味

ア

リ

’
微
－
一
「
ア

Y

カ
リ

」性

反

膝

ヲ

曇

シ

石

膏

合

有

弱

食

盤

泉

ニ

属

ス

、

之

ヲ

内

務

省

衛

苧

試

験

所

ニ

ア

分

析

セ

ジ

結

果

次

ノ

如

ν
（一

「
キ

グ
ラ
ム
一
中
）

JV ロ



四
九

事罰 E襲：JfJ- 之 合桂硫聖霊ア鍛可肯 Y 方図泉

イヒイヒ ヲ JV )}" Iν 形 i店1

ソ カ 化 政 ミヰヂ守主

-Y ’I ~ /Kl民2 合 む（∞。” 同' 砂一 ニ v ＂／ 守ウ物宍府

ゥ ゥ l －品 ~ 守 守守 線採
｜源 計とJ 喧 ムムムム －!li!－氏

ト
...__, 、J プR 一品ι ＼ノ

！一τ シ 痕 微 六 l
一．－ '? / ノ手 1・ 0・ 0 9 9 ? yチ七四ぐ．コ~ 。 一 寸a

0 鴎 o n・七． 0 三 0 ー
。 一 一ー互i 0 11耳 r ， 一 一
雪主 i j号 計 空 三 0 ニ跡 fi！：四四 さ l耳 ！支

算 O 允 四 0 五 8 
l 中 痕 微 六
湯ス ｜ 

- 0 及 六→Fご問．二匂τ ヨヨ0P。.i. 王¥ 0 0 0 0・0 9 二一f- I エ． 0 一－ 一V ・ 中・t 0 ・ 。 2・王 0 宝．五 二二
一三 百 六 0 一一五

J、 子。、、 一跡中： 0 九 二 也四度
宝玉サL 川 J t耳2 二二 主i -t; 主主 7¥. 言、

十左 痕俊 六

- o I ノ ー門 0 0 0 0 円 0 ニ
ニ． 6 ; 一－ て回F 0 八． 七． 0 三．三 -.- 0 五． i-
。 一 女日 一 五 O ，五、 0 - FチサU主1~ 。。
。 七神 七八ニ跡 ：fit 0 O 会八度
三 七 シ 一 五 7¥. 四七 回

｜ 五： （ 痕 微 五

チ四~ 。ごて 寸ーニ・ 2・' 寸主 四・ 0・ 七・ 本・ 0・ 三・ 0 四． 九
一ー主主 ;tすU~ ミ 図 。 一 一六

一 二 助 i ロ ー ユ 四跡量一四一 一 三段
四回 ！ 六三 七 六 ご 0 二 七

米 iグや 疫徴 六
長日 十

「） ＇ 、 ブ ーの ~ 円 。。 草0 。． 。－
τ 6 ' 1八 τ阻 0 • 0 三．三 6 七豆一E。],j 、ー一
九 三 幡 ム 三 サヨずt必 7剛t; 0 0 一 院＂~ 
三五犀 中 久 九 Fコー跡、 W: o 八一八 八
- - ' 主1 ヨ王 UY llY 三三 ナL llY 

、」J f反微 ハ

- 0 ニ 0• 0 0 0 0 ? 0 ニ一l－ 

－・ o・ 五ー・－ 0 七F・I 八C・3 6 三三．三ム回9 町0ロ五ニ二匹lI 
四O 五E九B 二－ さu 跡一 i一ι －二Oー 七ー・ F八ーU一 九日 一 度 I 

I 痕 微 五

- 0 - 0 0 0 。 。 4ヨ~五~ 。ニ 1-
三サ・三u O・ 0 ・ F・I ・ O・ ニ・ 0・ 五・ 九． 

芝~ー 宝豆:Ji一 ー｛三在五~王 ’一0じ ー8七；五竺1 跡－• 量・E 一ニ0 7一c5一 六五工二 七ー一一 段一

痕 微 ヨi

ーー 「 二二 0 0 0 0 0 0 6 ． ． 凶 ． ．．．．．  
八ペヨコ1 υ 三 五七

F十~ -tエ
同弔 ’ 



0・0四九ニ一

70六八四一

0・00ニo一
定一微

跡一痕

0・0五一ユO一
一一号一。一

- 0 9 - 0 
凶. 0 0 0 0 
プ五ミ ヨ八1 跡 量 二O 一主主 すot. 
一 五 主主七

Fば徽

0・0八二三一

一・o五五五一

0・00ニ0一
同夜一微

跡一痕

0・。五八五

一一・四一六一一一

円 。0． －ー 0

四. 0 － プ4四0 ．ミ~ 0 0 五 回

嘉一 三一跡、金 主一 享一

痕微

＝二 0 。ーー 0 
F・耳 亡－) 0 0 ー． 
三三 王i 0 l1H 0 
七 ZハE 跡 金二 索日 。
五 0 = 

痕 1設

五
0

0
・0
三
八
一

一

一
・
o九
八
O一

0
・
0
0
九
五
一

盆

一
後

跡

一
痕

。
－O
五
九
四
一

一一・五一

三八一

0・00一六一

0・九八五一一

0・00五一一

盆一微

跡一政

0・0七o一一
一一・五O一ニo一

。
~ ・6~ 回。

五六 四O 五九
主主 0 跡 量 一一
のー ‘ 四七九



千
葉
雌
竹
下
天
然
瓦
斯
調
査
報
文



千
葉
豚
下
天
然
瓦
斯
調
査
報
交

日

ヨた

：・五

一
頁

克産

斯地
井 ． ノ
ノ現

構統
と血
m 

六
二
頁

克

期

及

水

ノ

成

分

六
回
頁



生洪ナ ア千 千
ジ積 9 J、葉 報ノ 大

多層地其膝 告成正 葉
量 J、質量下 ス分十 勝
ノ 凝 J、最＝ 一 誼年

水次第毛於 ニュ ー~ 下
ト 質三多 ケ 之月 天
共粘 組 クノV 産 ニ命

＝土層各天 地 伴ヲ 挟

噴砂第 及慮然 ノ
ヒ ヌ択 瓦

出 第ュ克 ア ケ

斯ス四四之斯 現 噴ア

而組組ア 産 放 出千 調
シ J中層利地 セ葉

ア積ョ用 J、 JV 牒 査
其層 ヲ ス長 水下 報
号妻ノ、成夷生夷 ニ天

生粘 JV 隅 就然
農

文
J、土第郡 隅 キ克

商
通砂三之君 ア期

務
常 ヨ組ニ津 分 産

技
t也 ヲ 唐衣香 ヰ斤 地

11市下成 J、 キ取 試ニ

七 JV 凝他 等 J験出
大

十克友ノ ノ ヲ 張

米斯岩諸諸 施 シ

五
ニ J、及 郡郡 行其 橋
始第砂ニ ーー セ現
’マ 二－二－： 疋H王， 1i大:;, シ ソ 状
リ 紀ノ ア プ 桂ヲ 敏
三層互 J、長 ユ調

百中居甚生 其査
米 ヨ 第タ郡 結 シ 男
ヨ ？ 四 t殻ニ 果克
'} 礎 組少於 ヲ 斯



導 － ー 一 ノ、 ア 水 JV 上茂 本 大四 i
シ 好手：忽作 ス 牒 一 原 ミ／ 郡 ~ 百
プ 果 リ チ 物ノレ 立 深 町 又中 ナ 米

各 ア 同 燃 ヲ ーー 農 キ 其 ノ キ 内
戸 リ 都焼害至皐閲 ，，、 南最 カ 外
ーー 設鶴 シ シ レ枝係牒方 モ 長 女日 ーー

之 ーー 枝危 テヲ 構 ヲ 下 ーー 著生 ミノ 於
ヲ 同 村 l取直然 内 有 ーー 亙名 君日 メ1』、

プ

利町 ノ ナ 一 v ーー Jえ 於 リ ナ 左量
用 内 人 JV 之 ト 盤 明 プ ア JV ーー 最
セ 数千 ヲ ヲ モ 井治現多克 各 モ

ν 個葉以利其 セ 三今数斯 産多
メ 慮禰 プ 用 胡 ミ／ 十最 ノ 産 地 ク

タ 今に H監 .A 水 ーー 』ノI、-弓三 産 tli ノ 稀
リ 撃 ．馬 放 JV J、 深年多 出 地 8情 ーー

其井其榔 ヲ 濃 サ 濯量地 ，，、 況五
後 ヲ 克 シ 得褐二 i既 ーー ア 君h ヲ 百
明行 :!lJi プ Jミ 色 百用克 リ ノ 連 五
治 ヒ ヲ 吏且 ヲ 三水斯 中 ，、、 十
四 和採 一 多 呈十源 ヲ 央 ン 米
十完 リ 顧量 エ、〆 五 ヲ 産 ーー ヲ

三備 プ yレ ノ 多 米得 位 超
年 セ 試 モ 克量 ーー JV Jミ シ ニ工

頃 JV ーー ノ 斯 ノ 及 目 JV 郡 JV 

－ ー 克思占 ナ ＝ノ＝， 有 ヒ 的庭 役 井
至持J燈 カ 件機 プ ヲ ーー Hr ア

リ 槽立止 ソ ヒ物漸以 シ ノ ν 

f~J ヲ 一 シ 之及 ク プ ア 所 五

之設炊 カ 一 盤水嘗又 在
ヲ 置事 明 火類源町其 地
動 シ ーー 治気 ヲ 一一 ノ 平日 タ 量
力 全牒 一 ヲ 合 到 束 月 ］ JV ーー一
ーー 町用十近有著端 ノ 茂 於
使 ーー セ fl、 ク シ シ ーー 号愛 原 プ

｜ 用
誘 ユ、／ 年 レ〆 却！境在建 町



鶴此

枝外

村

五

i
寸
5
121
1‘

一

石

一

一

噴

耐

震

二

百

羽

一

品

に

十

川

一

一

地

名

一
所
有
主

4
一
挙

升

時

期

一費

ノ

目
的
－

F
サ
（
米
）一
立

引

一水
ノ

ヰ

伊

一

i
－

用

途

一

昌

平

町

一

環

宮

一
切
凶
十
四

4
M鮭
…
一金

利

用

一
三
九
0
一

八

｝
一
波
側

一
主
一一
三
一
c
o一
時

議

官
ト
ジ
テ
数
十
一

本
町

一
丁
目

一
武
田
徳
次
郎

一
大

正

四

年

一
同

一
四
0
0一

四
一丸
一
同

一

七
、0
0
0一
鮎

俊

及

炊

事

用

一

1Jγ
州

一説

諮

静

l
一
大
正
一一
年
十
二
月
竣
成

一
同

一
一
二
三

六
三
一
同

一一凶
一一、0
0
0一
強

鍛

堵

T
Z数
十
一

同
一
一
一
捺
井
一
同
一
大
正
四
年
八
月
竣
成

一
同

一
三
九

O
一

五

問
一
同
二

一
同

一

笈

原

一

林

幸

一

日

一
明
冶
四
十
四
年
九
月
起
工

一
j

一
四
O
六
一
一

O
八
一
同

Z
1、0
0
υ
一

知

認

鵠

拡

慢

に

↑

良

一

同

四

十

五

年

一

月

竣

成

一

戸

一

一

↑

一

ノ

↑

事

用

－

一

供

ス

一

二

ノ

克

斯

井

ア

レ

ト

モ

殆

ト

使

用

ニ

堪

へ

ス

茂

原

町

ノ

南

方

約

四

法

米

ナ

uw

大

字

上

永

吉

克

斯

ノ

噴

出

ア

y
、
同
地

、
士、
b
k叫

J

J

ノ

ゐ
γ
H

ス
U
Y

ノ
有
利
ナ

Y

ヲ
知

wy
盆

利

用

ノ

途

ヲ

講

セ

ン

ト

シ

タ

W

一
各
井
ノ
瓦
斯
量
漸
ク
減
退
シ

且
撃

井

費

著

シ
ク
騰
貴

セ
Y

ノ
機
運
ニ

曾
シ

殊
ニ

大
正

六
七
年
頃
ヨ

η
ノ
川
電
燈
曾
一
枇

ノ
設

置

セ
ラ

V

克

斯

燈

ノ
電
燈

ニ
及
川
サ
U
F

コ
ト

ヲ
認

メ
ラ

Y

、
ニ
至
η
ノ
ア
克
斯
ノ
利
用
ハ
甚
シ
ク

衰
微
セ

η
ノ
、
調
査
世
田
時
猶
使
用
セ

Y
克

斯

井

川

郡

役

所

ノ

北

西

約

五

十

米

ナ

w
y

本
町
一
丁
目
、
其

北

東

約

二

百

米

ナ

片
昌
平
町
、
其
南
方
約
百
五
十
米
ナ

Y
本

町

丁

目

及

東

方

約

七

百

米

ナ

y

林

精

米

所

等

ア

η
ノ、
是
等
各
井
ノ
状
況
ヲ
表
示
ス
ヘ
シ



況克 L〆 ーー 五
同同同同上 ｜ 地

左野I モ ミ／ 十
万（ : 

表 ヲ ｛立tア 米
古！名

ノ 産少動 ーー

同同向千千 ｜ 所 女日 ジ ーー 力 ア
築業

｜持 ミ／ 及四三二一掬掬 l有 シ JV 

統競波競太惣 芝 接 ア 黒占 千井井井井nil治 ！
セ 一燈 某

一大大明明大大 l饗
JV 戸 炊 捕治？台正正

正正 四 rLJ間三 ノ 事 惣
八五十十年年井

皐 炊 － ー
治間 二 一八

年年 年年月 月 時 校 事 使 方
竣竣竣竣竣起

ト 用用 ノ
成成成成成工 ｜期

共 ーー セ 克

阿見向阿瓦「 同 モ 9 斯
新 井 、

井手リ シ 足其
用的ノ

プ プ 阿J ノ、

五 深 《‘4ー．． ， サ 近現ーハニ ユ サ

メ－，入五 O 九六五 ！ （ ヲ JV 向
一五三 0 0 i き

貼 一 曜EB子
｜ト分的 カ 一
Jレ［司＊ 燈 如 地＇－－’－，・＇・

ーリ Jj~

及 f同毛 ｜荷1- シ ーー

炊叉兎 於？農 ！7Jc 
締 ｜ 色 事村 ーー プ

同，量W犬徴大予V大 yレ時i折cl ーー 役克 最衰正現正 申タE 四 ~n司
微現九年 ？出年元 滅ニ ー 1 ~亦Fリ

[l屋場斯 Jモ争牢三 ）「

今脊七JJf次P頃ヨ 現今叫ヨ ／〕、 リt ー岨

用 内 井 多タ頃量，， がvC I r・ 
少ヨ 表 d除草苦 0 : トl剖

.A 一 ア 量
I司同同イ史事精五

、

川1日米1'01 本一 v ーー

セ三重F}JI HJ 村井 ト 産
ス供チ主主

克 7’ モ 出スf奇跡
£機

場 リ l噴 セ
其チl
他砲｜ 井 ア /II JIノ

里州事 主主
ノ ｛革丑 モ・H炊f子ジ1！ 

！伏 ーー 喜比 ノ四

嘗 7.k 
時 ヲ

J、 以

全 プ

ク 7.k 
使車

用 ヲ

ーー 廻
堪 轄
J、、 ジ

サ ア

JV 動

有 力

様 ヲ

ト 起

ナ セ

リ シ

夏 カ

ーー 大

一 正

井 九
掘 年

1翠 頃

ノ ヨ

工 9 
ヲ 瓦

f芭 当rr
セ 亙l=I王

リ 頓

其 ーー

西 減

方 退

1よ1 ミノ

七 調

百 査

ノ

病
r主~唱

ヲ

有．

Jえ、
立じ
内

ーー

教

f問
慮
ノ

克

斯

井

ヲ

者品

躍
ミJ

プ

山'tl，ト』

燈

及

炊

一
（克

用
シ

叉

l質

/Ii 
7、

JV 

克

斯

!I長
用

一
店主
ヨ号

プ

凱

，心

ナ

JV 

前

j'E 

者

故

千

ヨ長

捕

次

a馬

ノ

住

居
ア

リ

II~ 

:fl 
鑓

ヲ

業

L町－／ 

多

?Jk 

五
四



五
五

ヲ

設

ケ

燈

火

用
ト

シ

プ

室

内

フ

ン

ブ

ノ、

勿
去再E開'" 

庭

前
ノ

燈

能

市甲

備
ノ

燈

!VI 
謬L

用

ン

ア

炊

事

；；－~ 

目 木 之大

的 及見II 谷

Jll ノ 木
シ ii！鳥 凹 I!: 
プ ーー f固 ーー

掘 方を 虞其

繋 プ ーー T羽-

ヲ ノ、 克拠I
開 E王 斯 一
始 ー 井 1¥t 
シ 之 ア 米

ヲ リ ーー

~ 動 何 シ

控！＇. カ レ プ

ーー ーー モ 'a:古『’ 

使 多 村

7 用 主旦主l, ノ

J、 シ ノ vぱ
｛問 克 隅

人 之斯 一
ノ ＃~II ヲ p首kゐ

店 ーー 産 Jレ

宅 於 ν 、 1ご

ア 感 之
J、 日 jgi; 

7 菊； aー孟z.. 及

和 ±1包 ヲ 其

完整 利 時i

杢理 用 ゾj
ナ 事 セ 一
JV 業 リ J主、
＋定 月j 巳P 米

m 動 チ ナ

く~·矛Lり｛、' 力 大 yレ

[i"l: ヲ 谷

一哩
士 シ メ 千一 日j 問問 f•可問

睦 所 之九 ノ

村 ア ヲ 百や亡3

リ 集米町一一
一 ト よ‘ ーー 村千がI 白同

ノ 蹄； JV 蓬明 役葉里子勝井 五
，誌sι、

ごE ヲ セ 治 E貸付 三競
場 －・ 'i合員II ;lj: 

同I 皆 千号． シ 匹！
ノ 有ミ _A 時十 ゆj 悶切明主大

治 ？ 六 治 正
同‘ 成 途瓦年 lL 

~l UH 四五fi
'jj 功 ニ新天 十 十 事 ・

寸ー
約 － ー

麿 ノ 初と と三 四 月

二終 井接克
王L 長，，年起

基 生斯
年 頃頃士了．

レ〆

米 ナ ヲ 採 li'•J 同同阿

三I耳B・ 二え 認取

村 ヱ三 ーー メ ノ

ノ フ 至 タ 目 一 一 二 三 五
北 レ yレ的 九六七二一

七 1'9 三 七五
東 毛 ヲ

~f.耳 其其以 少

ナ 他量 / 
:Ii 

量
i'LJ 

ノv 常甚町 t裂 1長
寸>1_合 町 タ f支 宇品 』渇

←一一一 一一 一
Jll ニ少場 下大ト主少

11鳴 於ク 構
一 産セ年頃E元 F七長三

~｛ ス ヌゴ－ド't• 
其 7 且内 ？可 蛤1 始1旦一
南 二水

西 ヲ 盤 I~，＇i 同殆鮎
一 燈 ト燈

約 ノ ｛宇井 ！炊 f史用

試 J、 ヲ
事 月l

一 用 セ

基 抗fl. サ試
ノ、

米 ヲ リ 一、、、 ス

ナ 侍 シ約

JV セ 得一



室
、
火
鉢
ノ
類
ュ
至
y

所
有
主
名

地

名

一

川
町
一
瞬

Jll 

静-.. -

木

i也組耕森

i翠 1血Ill
正整

一合玉里仲

ブミ下

一歩
，、司圃，

提「》

之

言自1

上

手II

助

五
六

ーマ

ア
之

ヲ

引

用

セ

リ、日正

等

各

井

ノ

現

獄

ア

示

セ

ρ

左

ノ

如

シ

同大大大同 大 判 a

正正正 i 指 i
十三左九 『 ． ! I 

年主年 IE : チ1・i
一九月｝仁 i I 
月月議月 六 ！時 i
竣起蕗起 ｜ 同 ！ 
成工芸工 年｜胡 i

滋向同五 ！日畿 ！

政 拶fi J1: I 
和j ~ i * 用的ノ l

画
ポ
ー
劃

ご

王

罰

金
一
ボ
四
一

深
サ
（
米
）
ハ
刀
問
「
リ

1
一水
ノ
色
一
時
間

「
リ
1
ト
一

アト

Y
』
（約）
一

一

ル

」
（約
）

一

一

『
d

守
ト

一

一
五
同
カ
夜
勤
峨
ヲ
剤師特
H
V
テ
製
粉
精
永
酎世

間
九

二

凶
五
一
一附
2
一
凶
一一、

c
o
o－考
会

忠
実
他
酬
習
慣
、
主
燈
答
申
問
噌
－
R

一

一

唱
u
dt

一

一

ヌ

一

二

五

二

四

二

開

%
一
三
つ
四

C
C
一
詩
的
協
幹
喝
民
精
進
ヲ笹

二
九
一

一

一

一

二
六
九
一
六
一
一
一
一
器
一

用

工
事
中

一
九
、
六

C
C
炊
事
、
鮎
燈
等

東
村

此

外

下

之

郷

ニ

於

ア

耕

地

整

即

組

合

ハ

向

一

個

庭

撃

井

ノ

珠

定

ナ

リ

キ

人

ニ

知

ラ

v 
川

本

都

中

最

モ

古

キ

歴

史

ヲ

有

ス

Y

産

地

ナ

ス
、
明
治
二
十
六
年
飲
料
水
ヲ
得

Y

目
的
ヲ
以
，
プ
土

睦

村

ノ
西

方

約

二

基

米

嘗

村

ノ
中
央
ニ
位
セ

Y

宇

芝

原

ナ

v 

モ

元

来

交

通

不

便

ナ

ηノ

シ
ア
以
ア

y

仁

茂

田

兵

四

郎

邸

内

ニ

襲

井
シ
タ

JV 

ニ
深
ナ
百
米
内
外
－
一

－
プ
濃
禍
色
ノ
水
ト
共
ニ
多
量
ノ
瓦
斯
楼
生
セ

Y

7
以
－
ア
其
後
之
ヲ
他
ノ
地
方
ニ
倣
ヒ
炊
事
用

一
供
セ
ソ
、
現
今
此
井

ρ

存

セ

サ

主孟

毛
他
ニ
二
井
ヲ
掘
撃
シ
－
ア
使
用
シ
動
力
ト
シ
ア
ノ
臨
時
用

L〆

由
法

均
邸
内
田
一

モ
亦
漸
ク
其
緒
－
一
著
ケ
リ
、
之
ト
前
後
シ
ア
其
南
東
約
二
基
米
首
村
ノ
南
東
隅
字
長
楽
寺
ナ

モ
同
門
シ

ク
飲
料
水
ア
得
ン

ト

シ

ア

深

サ

二

百

十

八

米

ノ

撃

井

ヲ

試

ミ

タ

ν 

シJV 



モ

其

目

的

ハ

達

セ

シ

ア

却

ア

殺

生

セ

U
F

克

期

ヲ

利

用

セ

シ
事
ア
リ
ノ
、
以
上
ノ
外
現
今
甚
タ
微

y
豊

原
M
A

其

フ、

量

ノ

克

斯

ヲ

殺

生

セ

Y

井
ハ
長
柴
寺
ノ
東
隣
宇
森
、
上
芝
原
ノ
凶
方
約
一
基
米
ナ

手原 引 原 ！ 名
一一一ー 一一一一一一一l一一一一一」

IEI 出国 l’i 伊向仁
県鳴並江 茂 ｜
砧＇＝汀崎 l珂 ｜

｛交姿：再起 二一兵 ！
代 主 競 争E四 l

民j 孝 三 歳議井井郎 ｜

明大 大 大 j三大大
7合 『. 1El£ 
二 1二 I正 Jl；十~L iE. 
寸・ 二 "F"f"・ 

ぞ＂f' 九二元占二
千 溶起

_l:J~ 年年竺竺＿＂F I 一
飲伝i同阿同同五日 終

吐 拶r• 井

i二 利一* )/] 的ノ

T袋
- 二二 三二←4 サ

- fllf 九じ七九 二五
j¥ 六、 六仁） 三－－ i 之ご

｜ト分噴j
!1レ問ボ
IL- －、，.＿，
i－「リ 」l剖

九 l坦i一
同 川 同 Id 問問機 iキ

禍 ！色

凶 ！と日朝；；：；－問JU日
守 lそ？」丑ll 
E耳； l)

-'"'・ 0 ＇卜 i-
且L 旦 O i ト！司

:l.l,s 大 二米五l
府立： 供チ馬｜
、凹 ス信・カ1

:J;k "f＇ ξ後l
成 其動｜
ヨ 他機｜
リ男1'iチi
f史 燈廻l
Jtl 炊憾｜
セ事γj
ス Jllf奇｜

南

方

約

一

基

米

ナ

U
Y

字

地

引

等

ア
リ
、
是
等
ノ
現
朕
左
ノ
知
シ

地

所

有

主

名

期

時

事3

:J/: 

芝同同山
也J
 

~f,号f,i~ Iと

勢ミ

主呈

以
上
諸
村
ノ
外
本
郡
内
ニ
於
－
ア

ハ

豊

岡

村

字

南

吉

田

附

近

ナ

同少 1~1:問問

JIJ 

主註

fr>J fliJ 同

明

治

二

十

年

頃

盤

井

セ

一

可

燃

性

ノ

克

斯

後

生

セ

::1 

y

醤

油

業

山

本

善

太

夫

方

ニ

ア

シ

シ

止
メ

J毛

ト

ア

リ

ノ

ト

伴

ア

レ〆

モ

今

其

跡

ヲ

五
七



度 タ シ サ 其 嘗 ヲ 尾 下基大用 夷

ク レ ア レ ヲヲJヤr 時濃接 ーー 米 多 .A ド月

使 ト 克 タ ーー 其禍造最 ーー 喜－ 郡

用 モ 斯 驚 泊色邸 モ ア 町 ＿，，、

セ 現 ヲ ト キ 沫 ノ 内古 ヲ 長

ブ 今 符云長室 ノ 71< ーー ク 此 ノ、 生夷
レ － ー 之 フ ーー 何 ト 於 ヨ 問 話日 郡隅
ス 於 ヲ 是 ｛ 専 物 共 プ 人役 ーー 君日
文 プ 炊 ーー へ ナ ーー 飲人車所 衣
寸，.Lー、 ，，、 事 ー目主主q4・ プ JIノ 盛料 ーー 銭 ノ ク

紺西用後慶 ヤ ーー 水知 道所 克

屋尾 ー ミ／ ク ヲ ？色 ヲ ブ ノ 在 斯

附邸供 プ 人知沫得 L〆 布地 ノ

近 ーー セ 町 ノ フ ヲ JV シ 会員凡又. ーー 産
ノ 南 ノ 失日 ス 稜 目 所 ア シ tl:I 
小接其南 JV 三ノ 散的 ーー レ プ 地
・流 セ 後端所 テ 三／ ヲ シ ト 千 ーー

中 JV 諸字 ト 試其以 プ モ葉 シ

ーー 猿底上 ナ ーー 年 プ 明 交勝 プ
，，、 田 ーー 原 9 之末態治通 浦 大
時寛 克 ナ 一 ーー ーー 井 二 便問 多
々 蔵斯 JV 時黒占及 ヲ 十 ナ 銭ー 喜
抱 1I 利太ノ、 火 ヒ 始四 リ 道 町
沫 一 用 田 観 セ プ メ 年 ノ 千
朕 プ ノ 伊客 シ 漸 シ 話J' セ f官 町
ト 動 日 之腫 ーー ク ーー 町 ス線 村
ナ 力 的太 ヲ 盛百深 ノ 嘗大 老
9 一 ヲ 良rs 接 － ー

八 サ 北 地原 JI) 
プ /JiJJ 以方 シ 燃十百端 ノ J!i:tl 村
克用 ア ーー 其焼一六字天 ノ ーー

芳f セ 掘於麿 セ 米 十紺依西 於
ヲ JV 数 ア 然＂＂＇：

リ ーー 五屋克方 ア

接外 ヲ モ ーー 隣 達米 ナ 斯約 之
散他始撃 忙人 セ 一 JV ノ、 十 ヲ

セ － ー
メ 井殺 等 え 至 西 牒五 利

－yah
，、、

『

aT
J

一，J



A

左

ノ

如

uv

Y

事
ア
リ
ト
云
ブ
、
嘗
町
内
ニ
於
－
ア
現
今
克
斯
ヲ
殺
生
セ

Y

諸

井

ニ

就

キ

其

情

況

ヲ

表

示

ス

レ〆

1出手段同機炉j上同千

町

村
名

所

有

主

名

屋

太
田
伊
之
太
郎

一
之

F
P
一

一

噴

水

泣

二

元

新

抗

二
十
四

一
四

4
4
J

’L

一
深
サ
（
米
）
一分
間
「
リ
！
一
水
ノ
色
一
時
間
「
リ

1
ト

一
E

白

一

一

ト

市

」

「

約
L

Z

K

約）

明

治

二

十

四

年

一
飲

料

水

一

一

一

大
正
一万
年
七
月
竣
成
一
五
新
利
用

一

一

一

一

一

一

波
約
一
二

一一
、四

C
と

明

治

三

十

年

頃

一

飲

料

水

一

一
同

一

大

正

元

年

頃

一
瓦
惜
別
利
川

一

－
同

一

大

正

八

年

一

同

一

c・凶
一
同

十

明

治

二

十

四

年

一
飲
料
水
一

c・
四
一
悶
↑

室主

井－

時

期

西

尾

酷

技

能

猿

間

立

磁有

墓

共整

井

シ

テ

天

然

克

斯

ヲ

臆

用

セ

一
個
慮
ア

Y
ノ

ミ

削

除

宰

原

一
上
徳
次
郎

科

醤

市

原

煉

三

邸

内

ユ

一
八
一
一

三
二
七
一

二
w

一
八
一

凶

C
O一

一
八
一

一

一
八
五
一

仰
心
C

4

川
川
目
、

I
J

J
＼

二

司刈，

↑
ド

L
（
「
、－
F

問
、
二

O
い〆

！
？
？

ノ
J

l

九一司一

一
一一
一
一一ロ！

｝

L
（－

l
 I目

主主

使炊製五二
月事idl応三
セm精力年
スニ米澄前
f共テ動ヨ
ス主号機リ

4チ使
j毛廻Jj]

fLl!i陣セ
貼 Vス
t争テ

炊
事
問

JV 

ハ

大

多

喜

町

ノ

北

東

約

六

基

米

字

荻

肱

ナ

JV 

ll見

シ

一
シ

F7
炊
事
及
黙
燈
用
ニ
供
ス
、
明
治
四
十
五
年
飲

リ
、
其
州
出

一
一
濃
禍
色
ノ
水
ト
共
ニ
多
量
ノ
克
斯
ヲ
殺
生
セ

シ

テ

以

後

三

四

年

間

ハ

克

斯

量

多

ク

貼

燈

数

モ

十

個

ニ

及

ヒ

盛

ニ

使

用

料

水

ヲ

得

Y

目

的

ヲ

以

ア

掘

撃

セ

セ
－
フ

サ

三

百

二

十

七

米

ニ

シ

モ

次

第

ニ

其

量

減

シ

現

今

ニ

ア

川
二
十

四

時

間

約

五

千

五

百

円リ
1
ト

レノ

グ
ノ
割
合
ト

五
九



沫 以 セ 的郡瑞其 約 掘 モ ーー 老 ーー ナ

ヲ 上 ミ／ ヲ 東津 水 五 撃其克 川 褐 リ

以 村村質
「

量 斯 村 色漸号菱 ノ カ セ

ス 外何 ア ノ 殆 ノレ 多 ヲ ノ ク

JV 勝 レ〆 盤南 ーー ト モ カ 噴 大 水貼

所 浦 ノ 井約於同 JI〆 ノ プ 出 多 ヲ 燈

ア 町 用 シ 二 ケ 様%一 二~ ミ〆 喜 湧二
リ ノ ーー タ 基 JV ーー 新 シ此其町 出個

又 北 毛 ノV 米天 シ ノ、 プ 井一 ノ シ ノ

其約供 － ー
ーー 然 プ 二深 J、 井南若 外

北 八 ジ 約位克克十 サ 四 ヨ 西 ク 炊

二 基 得九 セ 期斯四 百 倉 リ がJ ノ、 事

基 米 .A 十 JV ノ .；，、 時二卒 ノ 八抱 用

米 ナ シ 米字号変梢 問 十作 克 基 沫 ーー

ナ JV ア ーー 大 生少 ーー ，七 ノ 斯米 肢 供

JV 線、 放 至上 地 量約米 所 ，，、 ナ セ

西野郵 リ 一 ，，、 ナ ニ鈴有 之 JV ナ フ

畑村 セ プ ア 千 a
リ 千 件 ーー ヲ 宇 ') JV ．． 

村 － ー
ブ 褐 リ 町 一 J、、 属 二 葛 7 、

一
字 於 JV 色 明 村 百 JV シ 戸 藤 時 一一
市 治

「

プ ノ 1-一、 リ 7]( 大 ーー ーー 々 過
野 .；・、 水 四荻 ／、 正 一 克 キ一
郷小 ヲ 十原 淡 二用 十斯 .A 

ノ 流 噴四 ノ JV 褐年 三ノ 米 ヲ 其
水 附 出 年北 ノ 色飲 ア 内接他
田 近 Jえ ノ /j 害リ 一 料粘外散嘗
中 Jll ノV 頃 約 βι~ 、 シ 水燈 ヲ ス 村
ヨ 床 瀧 六 ナ プ ヲ 及 隔 JV 内
リ 井 共 i既基 リ 噴得炊 プ 所 1J、

..L. 
j，、。

克等 ーー 用 米 向 出 ノV 事 、 ア 流
新 ヨ 克水 ーー 他 量 目 ーー --リ 叉--
ヲ ソ 期 ヲ ミJ ノ 一 的 供 井 ト J、

接時 ヲ 得 ア jJ 、ヲ .A ア 云 水

散 々 号妻 ノV 長 井間 以 ν リ フ 国、
セ 抱 生 目 生 ，，、 一 ア 委七 中



古 一 本 掘， 村 君 選 yνノ 一 一 ア ヲ

－城企 三寄 郡 抜宇 津 聞 井 慮

ノ 業 ノ ア ノ チF横郡 カ ヲ ア

諸者村 井南 ノ 回 ーー Jミ 試 レ〆

村 J、 内 ヲ 隅 掘 佐於 、、

ーー 之 一 据E 一 香 護 貫 ア 君 タ モ

石 ヲ モ 警 位取 ーー 町 ノ、 津 ／レ 何

油石可 シ シ 郡 ヨ 及 天 郡 例リ L〆

鏡油燃五 成 ヲ 其然 十 毛

匪 ーー 性十 田 褐南克 キ 甚
ト 閥 克五町 色 東斯 ヲ タ

シ 係斯米 ヨ ノ 約 ヲ 以少

プ ヲ ノ － ー
リ 水八利 ア 量

大有生至接 ト 基用 目リ 一
正 ス セ リ .A 共米 セ 掲 シ

八 JV シ ア JV ーー ナ JV 議 ア

年 モ ::3 克 軽 多 JV 慮 村人

頃 ノ ト 斯便 少環 ナ ノ ノ

其 ト ア ヲ 銭 ノ 村 シ 立日 i主
試 ナ 9 号華道 可 向 但 キ 意 l
掘 シ 三／ 生 ノ 燃其木 多 ヲ

権多 ヲ セ 絡 性北 吏 量 促

ヲ 古以 シ 結 克東 津 ノ .A 

獲町 プ ::3 ナ 斯約町 天 一
得 ノ 日 ト JV ヲ 八． ノ 然足

セ 外本 ア 多 接基東 瓦 フ

ソ 東石 リ 古 散米 方 斯ス
j;. 

然保油ト町 ・セ ナ 約 ノ 叉

ν 吉中株停ニ シ JV 八 噴此

ト 式 ァ 於 ::3 秋 基 出附
二客二 田 曾向 ア 元米 ア近 i
未 日 j註 此字 ア 村 ナ リニ

タ吉及他飯 リ 等 JV シ ＿.），、

之 豊 一附土 ． ト － ー
中 事 深

－ ー
平日 二近弁 ;z;; ア Jll 責 キ



盤 少 ーー カ 闘 前 本 毛 其 ヲ タL 著

井 ノ 克 フ 係 連勝 二佳 得 賀 手
ノ 準斯 サ ス ノ 十放 JV 村 セ

ブi 歩 ノ JV JV ま日 ノ 四 棄 タ 字 JV 

法 ＝， ヲ 殺 J、 ノ ク 天 一 時 サ メ ／］、 二モ

一－＇，、 見 生 事 、、、 産 然 問 L〆 深 ノ
← J 

背 yレ ヲ 貨 一 地 克 漸 タ サ 倉 寸

所 ーー 妨 ナ ア ーー :Wr 瓦 ク JV 一 － ー
シ一墨田

日丹 至 ク リ ブ ヨ J，、 斯 一 モ T 現一
上 JV 叉 _A リ 何 井 千－ ノ ....L.. 

隣 今レ ノ、

弘警i 事 繋 シ ア L〆 一 七 村 ーー

掘 ト 屡 井 7 甚 モ
ノ

個 米 常 於

ヱ℃ 雄ー ア ノ 其 タ 実： 構 ト 庭 ノ 磐 プ

ーー -'f: ソ 作 弁 不 産 1ζ庄旦二 JV ア 幣 村－ 天
王〆 未 ~ 業 ノ l司 量 内 ソ 井ー ノ 然
ア タ 一 中 構 ナ 整 外其 ヲ 境 克

井 7fミ ヨ 不 スこ王＆.王 リ、 井 ーー 量 ナ 界 持t
ノ ~ リ 住不 E凪E 後 過 ，，、 セ 一 ヲフじ

直杢近 意 ，ノi二・ 耳Z 衣 キ 天 シ 近著菱
径 ナ 来 ーー 全 ーー 第 ス ｛度 ーー キ 生
約 JV 漸 ヨ ナ 地 ーー 書褐 ;j'( セ

七 黒占 ク リ JV -F 減 夜 色 田 JV 

糎 少 撃 プ ーー ーー 少 － ー
ノ 中 ，，、

ト カ 井器基合 二九 ヨ 7k ーー 多
シ フ 法 具 ク 戴 yレ リ "& 大 古
上 サ 誼 ノ 事 セ モ プ 克 正 町J
普E yレ 一宇 類 -'f: ブ ノ 著 坊f

一』L. ノノ、

一 其 ヲ !fl.; JV － ー シ ノ 七北一 カ
-'-p、

ート 女日 構 墜決 、 シ ク i!JJ 年東
五 シ

1とS丘二 f各 シ 克 ア 差 ノ キサ
....L.. 

一 シ プ 身f 其 ア t 頃 八ノ、

米 注 是者 ノ 減 lレ シ ?Wf 某
ノ 定： カ 過 消 ii! カ ヲ i既米
間 ジ 局 ス 費 卒 立日 以月］ ナ
－＇，、 多 メ ，、、 一 ノ、 キ プ オ℃ 1レ



ーL，、

其最 '} J、 7k ーー 多 澱 ーー プ 接 糎 下 竹
外 モ 銭克 溜池 年 ジ 密此 績 ーー 居 ヲ

多大管斯 ヲ 沫 ノ 小 接管 J、 ジ部使
ク ナ 及ノ、 造放経 ーー ナ ノ 糖、ア ，、、 用
.－，、 JV 鉛蓋 リ ヲ 験過 】V プ 周 曇主 シ

千 J、 管又其焦土 ク 閥 孔鎖国板土
五茂 ヲ .－・、 中 ジ 此 v 係 J、 著 ーー ヲ 質
百原以樽 ，、、

プ 地 .－，、 ヲ 克 約 以比
乃町 プ ノ 銭殺方 種有 斯 ナ －~ プ 較
至 巨日司 趨上製生 ノ 々 J屯

． 
号費 シ 五 造的

三平嘗部 ノ J主 土 ノ JV 生 井糎 レ〆 堅
千 町 ーー ーー 鐘 y 質 物 カ 層底 ヲ JV 硬, ーー 誘集吠克 ーー 質却 ーー ーー 隔 ~~ 宝 ナ

使致 ’可P 蓋実rr プ ノ ク 近蓮 プ ヲ Jl〆

ト 用 シ IV 又 ヲ ノ、 孔大 ヨr ス 、 彼 大
JV セ プ ヲ ノ、採以 ヲ ーー f周 JV 直入多
」

JV 使 以樽 ヲ 上 閉 過 慮 7 千草 .A 喜
シ モ 用 プ ヲ プ ノ 塞ク 以ア O 其町
就 ノ .A 其伏用 大 シ レ〆 下竹六管附
中 ーー 瓦 中 セ ーー サ ア ノ、 ーー 管粍 ，，，、 ；互
克 三ノ 斯 ーー 水供 ヲ 克砂穿 ノ 乃 普及
斯 ア 槽識 ヲ セ 通斯管 ツ 内 至 ； 邑 奮
ノ 容 ノ、 管 其 ン 嘗 又 内 司王 卸リ QI享 式
費 量 普 ヲ ノ、 ーー ノ ーー 七 サ ／ 

J半 pg 遁立部 .A ..A 水侵 一 沿粍 。モ

量寓 亜 プ ヨ yν ト ノ 入 シ フ ノ 七 ノ

心y ”ー－ ノ＆凡口
、 リ

－ ー ヱミ 流 三ノ プ ア 小粍 ヲ

キ 千引 克流 J、 J、、 遁 ア 其 降孔位除
所 ワ 銭斯 井 リ ヲ 央大 ..A ヲ f笠 キ

ーー 板槽 セ ノ 而坊第 サ モ 穿 一 ア一
プ ト 主3 ーー 三ノ 周 ミJ ク ーー ノ、 ノ チ 腕 ノ、
ノ、 ノV ト 導 よ‘ 園 ア ノV 井井 ト 管 月一 1百I
j酉 三／ キ 者｝主 ーー 水 カ 底 ノ 三毛 相 主 v 、
樽逗現之 JV 洩 ト 古文 － ー 保 而 互 明毛｜
ノ シ 時 ヨ 時 キ 共 一 沈 存 エ－ノ ノ 五其



法

長
生
郡
茂
原
町
日
日
不
町

同

同

茂

原

同
組
問
校
村
上
永
吉

岡

土

陸

村

川

島

問同

耐

上

之

郷

東

村

芝

阿

川

地

一
杯
太
喜
一
郎

千
菜
湖
惣
治

問

和

助

地

坪

正

一

仁
茂
白
兵
四
郎

一
店
出
マ
ヒ
ド
行
同
に
｜
閣
時
区
川
院
一

一

一・

ι

c

c一
一
一
一
・
六
一

c・べ

一

・

ハ

一

c－一
一

C
一
一
一
－

i

u
λ
一

一

0
・七一

0
・二一

0
・
二
一
一
一
・
二

0
・九

了
二
一

0
・

一

仁

一

二
・
二
一

0
・4

ヘ
一

一

一－一一一

円

c一
一
一
・
五
一
一
－

C
一

一

0
・八一

O
一

。

一

一
一一・」

c・穴一

室

索

七
八
・
九
一
一
五
・
心

八
二
・
川
一
一
」
一
・
三

八
五
・
五
一
一

0
・二

八
五
・
問
一
一

心
・一一一

じ
八
四
・

ι一
一

心
・八

C

七
九
・
凶
一
一
五
・
五

月、 。

調

査

ノ

嘗

時

義

生

セ

Y

天

然

克

斯

容
量
百
分
率
ヲ
以
ア
示
ス

* 
素
一
「
メ
セ

Y
」

一
一
就
キ
施
行
セ

w
y

本
所
ノ
分
析
成
績
左
ノ
如
シ
、
但
数
字
＿，・、

瓦

斯

及

水

ノ

成

分

如

キ

毛

ノ

ア

謄

用

シ

叉

金

ク

克

斯

槽

ヲ

用

ヒ

リ

、

選

井

ノ

費

用

川

地

質

ヨ

リ

ノ

ア

多

少

ノ

差

ア

リ

百
八
十
米
（
百
間
）
？
ア
ハ
一
・
八
米
二
問
）
ニ
就
キ

同

シ

ク

固

八

十

鏡

、

五

百

四

十

米

（

百

間

）
7

ノ、

アーー ス
井
ノ
鐘
肢
蓋
中
ヨ
リ
ノ
直
－
一
引
用
セ
片
所
ア

ト
雄
モ
現
今
ニ
於
ケ
戸
標
準
ハ
通
常
始
メ

固
四
十
銭
、
三
百
六
十
二
米
（
百
問
）
？
ア
ハ

ρ

同
シ
ク
五
園
六
十
銭
ト

r.」4，、
四

Jミ



！斯 「 「

分 ノf リ 玉f 表
ノ

香夷同長
析 ブ 溶 中

香問問夷
t〆 取 ド／JJ

知
取隅 生

産 液 君官 』m
那郡 郡

ヲ ヂ 7 其 久老子大
ク 久大土 茂 施 ク 一，． ヒ 主 完川町 多、
炭 賀 多 陣原 n-・ l‘ 一 ン 成 小村村古

村喜村町 石 酸類
三 :f.!；荻紺

素
三小 紺田了 川i茂

セ 分 倉藤原 屋

水 リ 主品 化 ＿.；・、 ヲ

素
倉 院烏 原

其 中 茨臭 占
四市 狭

倉原田
ノ

1玄関材、 結 ーー 素 素 よ‘
卒 煉 JY

比 果 燃 ＿，，、 Jk JV 
「 flo 三歳＿；，、 fll 左 焼 第 一 メ、

：的 手日 大 ノ セ 一 ，、之、 セ
寛 喜t

i也 京日 シ 盟 ン ~ 一 一－ 0 一
ト 液 ll)J 郎 シ メ イ七 チ． J、 i二二Q 主 Q

一 タ 銅 ン 向

ーー JV ノ 類 之
。 っ

シ ル2 後 瞳 ノ、 ヲ 0 0 二 二

ア 其 酸礎確

とコ 残 溶 煙 よ‘

防』］・・4' リ 液硝 JV 
0 u 

三~－ ・－0 0 二 凶
ノ ノ ーー 酸 タ

「

三℃ 0 0 0 0 メ 吸 ーー メ
（ 一一一一 一－一一 一－一 -_ ・－ ． ． 瓦 牧酸ーー 一 一一一 セ ーー ・－－－、、J 九 六 4 凶

相 三 四 三 二 ン セ 素 一
一八 五 九 一

嘗 二 O 六 三 ト シ ノ、 酸 0 0 CJ 0 
Jζ 当目it:•日 メ 住 イ七 ． ．．． 

五七五五

ムハ五

~11 7k a性 炭
一 一一

*-
!. 

チ JV 素 fq_ 素 仁） () 

本 毛 －＞、 食 ・－，，、
。 、ノ、 ー二→ 七

牒 素 ノ 安子 苛

下 気酸性
七 七七 八

ーー 八九九四

就 ト カ日 ・－－－
。。 〔） 0 ノ 五七八 O

f、 「

産 0 c 0 c Jι キ 混 ア 里、、J
一 一一

；？ミ 凶匹l 四 f'L] フじ ミ／ JV 液 六五問 。
匹l九 五 三 －・・．

JV PLJ 八ヨ王 五 素 7 カ ｝ ー 0 0 八八、



天

然

瓦

斯

ρ

酸

素

及

室

素

ア

空

気

ニ

換

算

シ

ア

引

キ

去

U
F

時

ρ

少
量
ノ
茨
酸
克
斯
、
一
酸
化
茨

そ
百
分
中
九
十
六
内
外
ノ
「
メ

素

及

窒

素

ノ

外

何

レ

リ
成

Y
事

ヲ

知

u
y
J、、

シ

セ

ン

ヨ

向

大

正

九

年

八

月

牒

鹿

ノ

調

査

ニ

係

Y

士

睦

村

産

天

然

克

斯

穀

熱

丑

測

定

ノ

結

果

ヲ

掲

ケ

ア

参

考

＝

供

ス

ケ

グ

氏

熱

量

計

ヲ

使

用

シ

数

字

ハ

一
「
リノ

l

ト

y

ニ

就

キ

ア

ノ

克

カ

測
定
川

「
ユ

ロ
リ

I
」ア
以

ン

ア
一
一
小
ス

j＼、／I、

六 jLLI

C 五
士 一万

/1、／I、、、
五一
七一

ム』ー－ ，、

f、；1、

四七
二 五

九 O

同

試

験

同

誠

絵

第

三

同

試

験

第

第

i:i. 

ノ

4i 

1勺

産

山
出

’＋
I
J
 

長
生
郡
土
隙
村
上
之
郷

池

i翠

正

八
、
間
三
八

八、
五

二
六

和

mm 

到j

Jll 

島

炉j

同

此

克

斯

ヲ

以

ア

克

斯

接

動

機

ヲ

運

轄

セ

シ

よ‘

JV 

ρ

之

ェ

其

八

乃

至

十

倍

ノ

空

気

備

考

一

馬

力

ヲ

供

給

ス

JV 

一
要
ス

Y

克

期

消

費

量

A

ヲ
混
h
V
F
ア
爆
殺
セ

ジ

よ‘

モ

ノ

ニ
シ
－
7

ヨ？

一
時
間
四
百
二
十
「
9

1
ト

グ

以

下

ヲ

以

テ

足

ν
ソ
ト
ス

克

斯

ニ

伴

ヒ

ア

湧

出

ス

w
y

水

川

何

レ

モ

多

量

ノ

盟

類

ア

合

有

シ

平

均

揺

氏

十

八

度

ノ

温

度

ア

有

ス

、

色

川

長

生

郡

土

睦

村

字

川

島

ノ

殆

ト

無

色

、

同

村

字

大

谷

木

及

夷

隅

郡

老

川

村

ノ

淡

褐

色



ムハ七

｜二加曹苦石 蝋政 有反 比色 成71中排肥ナ
酸 重 IIノ iHt 料 JV

イヒ 比7， ， 一 機皮愛 Fノ：，、 ！ 丸~ セニヲ

；炭 ザii青空 ニ十 ／涜 マ リ供除

｜素泉 逮 土 反土化 般 物 際 て：；： iと 以j" ）.竺~三唱シ・キ-
弱－－. j良 一 マ右プ

--r:: 一：0 0 ':';・ c ーノ ー ポ 7j( ク他
・ ・・・・ ・ ・ 1レ ． -~ti＼ス ノハハ f
五 0 -- 0 c’d 五 カ O や茂
匹I i'LJ 丘 九 ：fl: Ofr: 0 l) () 広l H成ん：ク釆
八 八 pLJ Q 二 ／！＇／ Q ¥・:; fLLJ 分
Q l ＇ ~I Oυ パ ウ（） 0 a住 民 偶 /I庁町 ヲク

問 問原長 ニ 潜 濃

了？テゴ ？γ ？ 7・ m生JI 就長 湯 褐マ

l亭1o xi... o o c; UL! o t太茂 、 一 口一
七七 三 二匹i一 三 Q 詮原 本利ヲ
。 六 八五 二 五 一 一冊了コ八0 0つG で と t c j二見II茂 所用呈

｜ 一 一一一 ji'i] 伺永王子 施セシ
古生

ー の 三 c (') :. じ _ rm 行 JV 飲
「鶴 ノ 合 料

0 '.:°) :Ji ー に） ヘ -fL r、 議 U i'i＇、
• • .) • Kノ 却ミ校

二 ヒ 問 ず .i. . - 」 ハ Tr!ra 分 ナ就
C 九 五 己 ~ ~－＼ ；~ 毛 幼atcJ I 

つ '11- 0 0 C () Cl 0 I・. 0 上活上 析キニ

i可甚 llJ－：！完 結 ニ 瀧

0 C 八 （） 0 c c ー 微タ ,1：~生j\J\ 果ァ i既7" 

八 一 七三 ・O 六 O ニ開K tr.. ァ用
六 ハ六 六九 C －二 一樹 町 一 ノサニi一 六 二二 六八 一 一 占 和町

1oo(So c日（） 円 l：ち色幼竺 知 v 趨

!ill i9~ 谷長 ジト セ

－ ~J l7l! C CC 0 - 木i~ fl：モス、
二 O 六二 （） c 三 0 森二ヒ 数多或
一 八と七 二二－ 0 <J 0 Jill陸
六八 一 五 ＝ 七 O 八 村 宇ク J、
0 () 0 0 6 c 0 0 上 。 初手I＇大 ノ、 ハ 之

［司同 l翠英 一 之ヲ
Flヰ 「

c 0 - 0 0 () 0 一 間＇l¥f, Y ヲ稀
会 ら 二己 δら 二 くう 倉者 l 河 碍
九 プー 九 二五 0 °- 0 平川
，、 … 六三四 二 三 三 村 l Jll シ
0 0 ・η 二 （） 0 やパ I・. 'H I・. 1'f夜i JV ェア



〔

凶

削

七

じ
・
二
一
一
六
七

了
九
二
五
一
一
一

0
・0
0
0五

υ・
O
七
六
五

一
一
・
む
二
四
二
一

L
．
（
〆」
瓦
（
け

八・

0
一一一

八

〔
乙
一

し
－一一

C
・
U
一
六

0
・0
閉
ノ

C
・

四

C
－
一ム
七
二
円

0
・
九
一
六
ハ

に
－O
九
Lu
．も

0
・
九
九
一
八
三

一
・
じ
五
七
八

0
・

心

ヘ

C
 

. Jt長束
! ~／JJ 

I - 0 0 0 仁J 0 I fl_L日J,

! 11!1 己らえと • I合忍

！ ドLJ c：削 仁 ii.I ~：~J 
。 八二・ ~－ I 

！」4 ふ今一一L...：：：＿＿二よとと

j投

右

ノ

結

果

ヨ

リ

計

算

ン

ァ

ー
合
有
閑
類
ノ
割
合
ヲ
示
セ
ハ
左
ノ
如
シ
、
但
数
字
ハ
一
「
リ

中

ノ

克

ヲ

以

テ

不

ス

（

銭

及

禁

士

ノ

合

量

ハ

臨

基

性

水

酸

化

盤

類

ト

シ

－

ア

存

セ

Y
そ

計

算

中

川

町

セ

V
 

ノ

ト

見

ア

「
ア

ム

王

＝

η
ム
」
一

5

1

j

一；

E
J

：

一

亡
、

A
hι

叩

j

i

『

i

！

－
 

h
1泊

、

伝

れ

一

J

L

一

パ
－
心
問
一
ム
ヘ
一

つ
－
U
凶
九
じ
一

一・
三
川

六

－

一

了

九

二

三

一

↑

0
・
0
0
0川一

0
・
L
C
四
六
一

c・
0
0三
九
一

C
－
U
一
一
四
一

0 C 三 u
0 u じ C
0 u Ji 六
す之 ch令 i¥. 3,: 
c 働ヒ A

0 0 0 c 
0 0 11: . 
O 二三 陸l
八 17. 五五

0 ヘi'H rLJ 

0
・0
八

王
・
一

C

0
・
C
一
心
凶一

0
・0

五
一
微

ノ、
入

ト

。－ 0 

0 0 心
。 一六｜

昭 一 ー 11q :rr: I 
且 tr:.o 1;, I 



八 C 六
二二 :Ji f¥.. 
二 ｜八

0 c 
0 

C 0 I 

以

上

分

析

結

果

於

テ

見

Y

如
h

ソ
其
作

ヘ
U

水
J

濃

度

ハ
谷

底

ヨ

ワ

来

U
F

地

下

水

一

一

リ

ア

稀

樫

セ

ラ

Y

、

司

ノ

以

ア

一

定

セ

サ

レ

ト

モ

何

レ

モ

官

注

ノ

茨

脱

及

臨

化

物

其

主

成

分

ヲ
母
シ

著

色

ハ

溶

解

性

ノ

有

機

物

ヨ

リ

ノ
京

uw

モ
ノ
ナ

Y

へ
シ、
而

シ

テ

其

沃

度

ノ

存

在

山

海

草

山手

ニ
制

係

ア

ル

カ

知

ク

臭

素

ノ

羽

存

山

海

水

ェ

某

閃

セ

W
F

ニ

似

タ

リ

日
疋
－
一
由
ア
之
ヲ
観

ν
ρ

一
般
－
一
信

セ

ラ

w
F

、

ヵ

知

ク

宮

地

ノ

天

然

克

斯

及

水

中

裕

解

物

質

ρ

此

附

近

一

帯

太

古

ノ

海

底

エ

シ

ア

廿

一

（

常

時

生

存

セ

ジ

諸

有

機

臨

ノ

分

解

ニ

ヨ

リ

構

成

セ

ラ

レ

シ

モ

ノ

ト

魚

ス

ハ

歪

嘗

ナ

ル

カ

如

シ

、

然

ラ

ハ

此

地

ハ

石

油

産

地

ト

如

何

ナ

w
y

陶

係

状

態

一一ア

w
y

ヤ

ρ

諸

人

ノ

知

ラ

ン

ト

欲

ス

Y

慮
－
一
シ
ア
極
々
ノ
異
論
モ
亦
詑
－
一
存
ス

μ

モ

ノ

多

ジ
、
而
シ

ア

我

園

油

田

地

方

友

諸

外

国

ノ

例

ニ

徴

ス

Y

ニ

其

殺

生

七

Y

天

然

克

斯

波

ニ

地

下

水

川

此

地

モ

ノ

ユ

比

シ

夫

等

ノ
成

分

於

ア

川

大

同

小

異

シ

ア

是

ヲ

以

ア

区

別

ス

ノ、

九1

J
i
j

レ一 一一

関

川

化

「
マ
グ
キ

ud
守
ム
」

照

化

「
ア
ム
モ
ニ
守
ム
」

決

酸

曹

達

「

ア

ム

モ

ア

」

。
四

0
・六一二

C

。。
四
ヒ

1 -ft 四！

。

九
五
問

0
・C
五

O

ヨ



モ JV 5最期r1寸 燃 悶 物過 ト

／ カ キ ヲ 剖l’｜生 ノ 年 ニモ

ト 女日 油 号妻 地 克 同 腐代諸

観 ヨ？ 質 生 11‘ ；折 一蝕！堕皐

プ 五 物 セ ーー ノ 11嘆 J，、 力 者

信百 ノ ノv 存 噴 件常 地 間

ーー 五 此 諸 ス 出 ノ ーー 下 ーー

近 附 井 JV ヲ 下石温栴
fl 米 近 ーー 中東 見 ーー f由 度 J、、

JV 以 何 於 f4: ア 号妻 一 附 ブ

4、、 内 v プ ヲ 直生費近 Jv 

ミ／ ノ ノ 同 或 一 セ ｛と 、

深 場ー 時程 石 JV 二ア、 有と 石

度 慮 ーー ！史 rrl1 -'(: JV セ f由

一 一 有 ’マ ノ ノ ヰ三 ノv 成ー

於 於機 ア 在ー ノ 臨ー 医1
ケ プ 物 具在 見 類説
ノv モ ヲ 備 ヲ 倣栴等 ーー

此 接合 セ 栴 シ .A 一一 依

逗見 句 JI〆 a，、、 得 JV 大 JV 

イ号 ス セ 主H J.,. JV ヲ ナ 日寺
ノ JV JV ノ、 ヤ 得 JV ♂，、

i也 三者：

* 否 ナ 〆I守」、、 .A 関 官－5苛r:: 
、

層 ヲ ヲ 、、、 ス ヤ 叉 係 ス

中 千尋 l宣難 ノ、 ノ、 油 ヲ JV 

ーす tl:l カ 早 未 国 有 ーー
J 、 JV 二え JV 計 タ t也 二入 主E
1M ノ、 レ J、、 ナ 1xJi 方 ノV 2芝
石 現 ト シ JV yレ〆 ノ モ 有

i由 時 ニモ ト カ 主主 沼 ノ 機
ノ 各 毛 !nft tm 問 ~＝ 乱 ーー 煙
r&: 庭 管 モ ク ー モ シ ノ

、

生 － ー 盛 宮 シ 石 ア 種
ナ 存 力 ーー I也 ア 油 海 類
ヨ？ 二九 dノ 克 モ 可 成 産 経

七。



大 大

正正

十 十

一

年

十

二

月

五

日

印

刷

一

年

十

二

月

八

日

後

行

著
作
権
所
有円

υ’
「
「
ド

－BEa 

r
E
a
a
 

f

ド↑

一
｜
崎
官
奪
回
参
拾
八
銭

農

務

省

商

日
開
叩

者
東

京

市

日

本

橋

店

兜

町

二

番

地

紳

谷

山

石

・

次

良I~

日初・

東

京

市

日

本

橋

区

兜

町

二

番

地

所

束

京

印

刷

株

式

含

枇



愛愛愛

東

京

市

日

本

橋

医

兜

町

二

番

地

古一見

戸片川・

F
P

，yd
 

束

電示

~s 印
己ごE刷
:g~ 株
手袋式
明ー－§gg曾

這善社

東
京
市
紳
田
匝
遁
新
石
町
三
番
地

費

「げ叶．E
Y
 

ム
口
安

一一唱え

合
枇
司
月
・

振電

替
諸

口
座神

東出 R旦
京山 I'm

＝九

四一

千九
瓦同ら
番番三位

東
京
市
赤
坂
直
新
町
五
丁
目
三
十
九
、
四
十
番
地

頁

じ川・
r
t
ι
F’
 

日

本

鍍

業

新

聞

一

枇

電

器

弛

芝

六

五

O

三

番

振
替
口
座
東
京
ニ
－
五
三
七
番



IMPERIAL GEOLOGICAL SURVEY OF JAPAN 
REPORT NO. 87 
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The Suwa HoもSpringin the Prefecもureof Nagano. 

BY 

DENZO SAτo, Geolo広ist.

The Kaminoyama Hot Spring in the Prefecture of Yamagata. 

BY 

GncHrno KOBAYASHI, Geologist. 

Natural Gas in the Prefecture of Chiba. 

BY 

Tosmo OHASHI, Chemist. 

The principal localities in七hePrefecture of Chiba where n乱tural

gas exists are Chδsei-, Isumi”’ l¥imitsu-, and Kator・i-gun,of which 

Chosei-gun is most productive and yields about 15,000 cub. f七.of gas 

per 24 hours. The gas is used for lighting, cooking, and motive 

power. The geology of the district is of the Tertiary and Qu抗ernary,

and仙egas issues from出eTertiary accomp乱niedby large quanti七ies

of wate;. rrhe depもhof the gas wells is usually fr・om250もo3GO 

me旬rs,rarely exceeding 550 meters. 

The composiもionsof gas and water from one locality in Chosei-

gun are described below : 



2 

G副（involume per cent) 

C02 1.5 0 3.6 CO 0.8 H 0.2 CH4 78.9 N 15 

Water (in grams in one litre) 

Organic m叫もer0.5000 Fe2 03+Al203 0.0540 CaO 0.0520 

Mg o o.mmo Na2 o 2.1540 K2 o o.0480 
C02 1.5480 NH4 0.0416 Cl 1.3461 

I 0.0004 Br 0.0039 
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